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　天神橋商店街内旧土豫銀行跡地に、官民協働で整備を行った中心市街地にぎわい拠点施設「Shimanto + 

Terraceはれのば」が4月に誕生しました。カフェ・飲食テナント・公共スペースのある一体型施設であり、

この施設を核とし、市民はもとより本市を訪れる観光客等を市街地へ取り込むことで、市街地におけるに

ぎわいの創出につなげ、地域経済の再生・活性化を図っていきます。

■施設コンセプト

みんなの楽しい「今」が、素敵な「明日」へ繋がっていく！

そんな「Shimanto(しまんと) + Terrace(てらす) はれのば」の誕生です。

ここに集まり、ここで時間を過ごしたい。明日もここで会いたくなる。

そんな気分になれる場所。そんな気分の晴れる場所。

時の流れが心地よい。ひとりでも。みんなでも。

四万十市中心市街地にぎわい拠点施設

「Shimanto＋Terrace はれのば」グランドオープン
しまんと てらす

問い合わせ先　

　四万十にぎわい商店（株）　☎090-8697-0119（右城）

記事に関する問い合わせ先

　市 観光商工課　商工・雇用対策係　☎（34）1126

Shimanto + Terrace はれのば
〒787-0027　四万十市中村天神橋39番地

HP  https://harenoba-shimanto.com/

　  nigiwai-shimanto@snow.ocn.ne.jp

イベント等で活用できる
ステージを備えた公共スペース

施設の顔となる
テラス併設のカフェ

バリアフリーの
公衆トイレ

テナントエリア（カクテルバー、
焼肉店、和食料理店、中華料理店）
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■にぎわい拠点施設整備までの経緯

　平成22年度に、中心市街地の活性化に役立てて欲しいと土地・建物の寄附が市へありました。

　その後、土地の利活用について、官民による調査や議論を重ね、市街地への集客や交流の拠点となる商業

機能と公共機能を合わせ持った複合施設として整備することになりました。平成29年度には整備・運営を

行う事業者を選定する公募型プロポーザルにより、まちづくり会社「四万十にぎわい商店㈱」を選定し、基本

設計、実施設計を経て、令和元年度に施設整備工事を開始、令和2年4月にオープンしました。
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問い合わせ先　市 地震防災課　☎（35）2044　　 bousa i@c ity .sh imanto . lg . jp

アプリでも防災情報を配信していますので利用可能な方はご利用ください

防災行政無線戸別受信機の

希望調査を行っています

iPhone版 Android版

ヤフー防災速報 検索

友だち追加

検索ID：@shimantocity

　防災行政無線の難聴対策として、戸別受信機を配布するための希望調査を実施中です。

　（4月上旬に、対象地域の各戸あてに希望調査票を郵送しています。）

　対象は、「中村、東山、具同、八束、下田、蕨岡、後川、東中筋（江ノ村、西ノ谷除く。）」にお住

まいで、スマートフォンによる情報伝達ができない世帯です。希望調査の回答期限は５月

15日（金）までです。まだ回答していない方は、期限までにご回答ください。希望調査票が

届いていない場合は、下記までお問い合わせください。

★各世帯の意向把握のため、希望する方、希望しない方どちらも全世帯がご返送をお願い

します。

LINE(防災行政無線放送内容を配信) Yahoo!防災速報(緊急情報のみ配信)

回答期限

5月15日(金)

戸別受信機とは？

　市内の各地区に設置している防災行政無線スピーカーから流れる放送が、家の中でも聞くことが

できる受信機のことです。スピーカーからの放送と同じ内容が、受信機から流れます。

　電波状況によっては、屋外アンテナの設置が必要です。設置費用は市が負担しますが、壁への穴空

けが必要となりますのであらかじめご了承ください。

イメージ

14cm

22cm

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―
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　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、市民の皆さまは「手洗い」と「マスクの着用を含む咳エチケッ

ト」の徹底をお願いします。また、発生のリスクが高いとされている換気の悪い「密閉空間」や多くの人が集まる

「密集場所」、近距離での会話が続く「密接場所」を避けるようお願いします。

■医療機関を受診する前に

　発熱、咳などの症状により、医療機関を受診する場合は、新型コロナウイルス健康相談センター【☎088（823）

9300、FAX  088（873）9941(毎日9時～21時受付)】へ必ず相談のうえ、助言を受けてください。

■新型コロナウイルスに関する情報

　新型コロナウイルス感染症は、指定感染症として、県内では高知市と高知県に権限が集約されており、県が公

表している情報を広報やホームページ等を通じて提供しているところです。市としては、住民の皆さまにより

分かりやすく、より多くの情報が届けられるよう努めていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

生活福祉資金　特例貸付のご案内　※無利子・連帯保証人不要

◆緊急小口資金（一時的な資金が必要な人）

　・貸付対象

　　　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持

　　のための貸付を必要とする世帯

　・貸付上限額

　　原則、1世帯につき1回限り10万円以内（世帯の状況により特に必要と認められる場合は、1世帯につき1回

　　限り20万円以内で貸付可能）

　・据置期間　貸付の日から1年以内

　・償還期限　据置期間終了後2年以内

◆総合支援資金（生活支援費）（生活の立て直しが必要な人）

　・貸付対象

　　　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が

　　困難となっている世帯

　・貸付上限額　（2人以上）月20万円以内　（単身）月15万円以内

　・貸付期間　原則3か月以内　　・据置期間：貸付の日から1年以内

　・償還期限　据置期間終了後10年以内

　※原則、自立相談支援事業等による継続的な支援を受けることが貸付条件となります。

受付窓口　四万十市社会福祉協議会本所・西土佐支所　　受付時間　9時～17時　

生活福祉資金に関する問い合わせ先　（中村地域）☎（35）3011　　（西土佐地域）☎（31）6111

◎新型コロナウイルスかも？と思ったら…

新型コロナウイルス

健康相談センター

☎088（823）9300

高知県衛生

環境研究所

で検査実施

指定された

医療機関へ

の入院等

かかりつけ医の

受診等

※陽性となった場

　合は感染経路の

　確認と濃厚接触

　者の調査を保健

　所が行います。

(新型コロナへの感染疑い) (検査結果)

新型コロナウイルス感染症～感染拡大防止の取り組みを！～
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問い合わせ先　市 健康推進課　地域保健係　☎(34)1823　FAX （34）0567

■ドアノブや電車のつり革、いすなどさまざまなものに触れることにより、自分の手にもウイルスが付

　着している可能性があります。外出後や調理前、食事の前など正しくこまめに手を洗いましょう。

「手洗い」へのご協力をお願いします

■ほかの人にうつさないために、くしゃみや咳が出るときは、次のような咳エチケットを心がけましょう。

　〇マスクを着用する　〇ティッシュなどで鼻と口を覆う

　〇とっさの時は、袖や上着の内側で覆う　〇周囲の人からなるべく離れる

「咳エチケット」へのご協力をお願いします

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、

清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かしてください。
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　市では、地方創生の取り組みを推進するため、総合計画の基本構想等に基づき、「第2期四万十市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」および「四万十市産業振興計画Ver.2」を策定しました。

　両計画とも平成27年度に前期計画が策定され、5年間の計画期間が終了したため、前期計画の取り組みや成

果、課題などを踏まえ後期5年間の計画を策定しています。

第2期四万十市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
■目的

　　本市における少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少に歯止

　めをかけるとともに、地域で住みよい環境を確保して、将来にわたっ

　て活力ある、魅力あふれる地域の創生を目的とします。

■計画期間　令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

■4つの基本目標

　・基本目標1　地産外商により安定した雇用を創出する

　・基本目標2　新しい人の流れをつくる

　・基本目標3　若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる

　・基本目標4　地域に合った小さな拠点をつくり、まちとの連携により市民のくらしを守る

 

四万十市産業振興計画Ver.2
■目的

　　「地産地消」を促進し、市内経済循環を大きくするとともに、本市

　が有する豊かな地域資源を育て、磨き上げ、組み合わせることで、“四

　万十”のブランド力を磨き売り出すことで、市外からお金を稼ぐ「地

　産外商」を推進し、競争力があり持続可能な産業を目指します。

■計画期間　令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

■計画目標　・令和6年度の市内総生産額1,150億円以上を目指す

　　　　　　・令和2年から令和6年までの社会増減をプラスにする

◆◆◆ 両計画の詳細は、市公式ホームページに掲載しています ◆◆◆

産業振興計画の推進に資する事業を応援します！

　「地域産品を使った商品を開発し販売したい」、「今ある商品を磨き上げ生産を拡大し外商につなげたい」、「観

光情報の発信や体験型観光等のメニューづくりをしたい」など産業振興に取り組む意欲ある事業者を対象に、

取り組みの段階に応じて補助金を支給し応援します。

■調査・研究段階（視察やマーケティング調査など）　補助率10/10以内（上限50万円）

■事業化・推進段階（商品開発や施設整備など）

　補助率2/3以内（ソフト事業：上限100万円、ハード事業：上限350万円）

※上記のほか国や県等の補助事業に対する継ぎ足し補助もあります。

～まずはお気軽に市にご相談ください～
問い合わせ先

　本庁 企画広報課、農林水産課、観光商工課　支所 産業建設課

　☎(34)1145（企画広報課）または各課に直接お問い合わせください。

総合計画（最上位計画）

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

産業振興計画

計画体系

連携

補完
連携

リーディング
施策

連
携

農業 商工業

林業 観光

水産業
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　四万十市手話言語条例は、市民の皆さんや市内に勤務する人などに、手話が日本語とは異なる独自の

言語であること、そして手話がなければコミュニケーションを図ることが難しい人がいることを知って

いただくことで、手話を使う人も使わない人も、お互いを理解し、尊重しあえる共生社会を実現するため

に制定しました。

　手話は日本語を手の動きに置き換えたものではありません。手話には日本語とは異なる独自の語彙、

文法があり、日常生活において手話を必要とする人の中には、他者とコミュニケーションをとる時だけ

でなく、頭の中で考えごとをするときでも、手話を使っている人もいます。

　幼少期から聴覚障害がある人は、耳から入る情報が少ないため、日本語の習得が非常に困難です。中に

は、日本語を音として聞いたことがない人もいるため、目で見て習得できる手話を覚え、言語として使用

しているのです。

　私たちは「日本で生まれ育った人であれば、日本語を知っていて当たり前」と、無意識のうちに思い込

んでいるかもしれません。市内においても、「手話通訳者が同行しているのに筆談でコミュニケーション

を図ろうとする」「大きな声で話せば理解してもらえると思い、耳元で大声を出す」といった事例が報告

されています。

　筆談や、ゆっくり大きな声で話すことでコミュニケーションがとれる場合もありますが、聴力や日本

語の習得度は人それぞれです。大きな声で話しても、まったく聞こえない人や、そもそもその言葉を知ら

ない人もいます。そのことを皆さんに理解してもらうために、手話言語条例を制定しました。

　手話言語条例では、市や市民、事業者の皆さんに対し、それぞれの役割を定めています。

　●市の役割

　　市民や事業者の皆さんの手話に対する理解を促進し、手話を使用しやすい環境を整備するための施

　　策を推進します。

　●市民の皆さんの役割

　　基本理念や手話に対する理解を深め、市が推進する手話に関する施策に協力するよう努めていただ

　　きます。

　●事業者の皆さんの役割

　　基本理念や手話に対する理解を深め、市が推進する施策に協力するよう努めるとともに、聴覚障害

　　がある人が利用しやすいサービスを提供するよう努めていただきます。

　 ☝

 

　　（第4条）手話に対する理解の促進及び手話の普及は、手話が言語であること、手話を必要とする人が

　　手話により意思の疎通を円滑に図る権利を有すること及びその権利が尊重されることを基本とし

　　て行わなければならない。

　市では、手話や聴覚障害がある人に対する理解を促進するための研修を計画しています。詳細が決ま

り次第お知らせします。

問い合わせ先　市 福祉事務所　社会福祉係　☎（34）1120　FAX （34）1880　　fukusi@city.shimanto.lg.jp
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3
月
24
日
、社
会
福
祉
法
人
梼
の
木
福
祉

会
が
運
営
す
る「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
虹
の
丘
」（
右

山
1
9
7
3-
6
）を「
地
域
共
助
型
福
祉
避

難
所
」と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。福
祉
避
難

所
の
運
営
に
は
、施
設
近
隣
の
2
地
区
に
も

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、四
万
十
市
、

社
会
福
祉
法
人
梼
の
木
福
祉
会
、右
山
南

区
、緑
ヶ
丘
団
地
の
4
者
に
よ
る
協
定
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
に
よ
り
、市
内
の
福
祉
避
難

所
指
定
施
設
は
7
施
設
と
な
り
ま
し
た
。引

き
続
き
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、新
た
な
福
祉
避
難
所
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、災
害
時
に
福
祉
避
難
所
の
円
滑
な

運
営
が
実
現
で
き
る
よ
う
、今
後
、両
地
区

の
皆
さ
ま
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
運
営

訓
練
等
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
3
月
19
日
、社
会
福
祉
法
人
ひ
か
り
会

と
、「
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
協
定
」を
締

結
し
、同
日
付
で
同
法
人
を「
公
私
連
携
法

人
」と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
を

開
設
す
る
こ
と
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

や
、市
、法
人
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
定
め
た

も
の
で
、協
定
の
締
結
に
よ
り
、民
間
法
人

の
持
つ
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
い
な
が
ら
、市
が

運
営
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、安
定

し
た
事
業
運
営
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
の

「
ひ
か
り
こ
ど
も
園
」の
ス
タ
ー
ト
に
向
け

て
、市
と
法
人
が
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

コンビニ等による支払いが開始されました

　令和2年度分から、市税等が全国のコンビニエンスストアやスマートフォンのアプリを利用して納付

できるようになります。金融機関等での窓口納付が難しい方でも手数料無料でご利用できます。

■納付できる市税等

　市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、

　保育所給食費、上下水道料

■利用できるコンビニエンスストア

　MMK設置店、くらしハウス、コミュニティ･ストア、スリーエイト、生活彩家、セイコーマート、

　セブン-イレブン、タイエー、デイリーヤマザキ、ニューヤマザキデイリーストア、ハセガワストア、

　ハマナスクラブ、ファミリーマート、ポプラ、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーシップ、

　ヤマザキデイリーストアー、ローソン、ローソンストア100

■利用できるスマートフォンアプリ

　 Pay Pay、LINE Pay、支払秘書

■取り扱いできない納付書

　・コンビニエンスストア取扱期限を過ぎたもの　　・納付書一枚あたりの金額が30万円を超えるもの

　・バーコード印字がない、または読み取れないもの　　・金額が訂正されているもの

　※納付書の様式が変わります。また、納付書はつづられていませんので、よくお確かめのうえ、納付し

　　てください。

問い合わせ先　本庁 収納対策課　☎（35）5552　　支所 西土佐住民分室　☎（52）1112

左から緑ヶ丘団地区長、右山南区長、（福）梼の木
福祉会理事長、四万十市長

（福）ひかり会青木理事長（左）と四万十市長

認定こども園イメージ認定こども園イメージ
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四万十市交通安全指導員会
浜田会長（右）と徳弘教育長

四万十の日実行委員会
小松会長（右）と徳弘教育長

　
平
成
29
年
4
月
よ
り
3
年
間
、第
二
副
市

長
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
、防
災
対
策
等
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、市
政
推
進
に
当

た
り
多
大
な
ご
理
解
、ご
支
援
を
賜
り
ま
し

て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
国
土
交
通
省
に
戻
り
、宮
崎
の

事
務
所
で
勤
務
い
た
し
ま
す
。四
万
十
市
か

ら
は
離
れ
ま
す
が
、今
後
も
い
ろ
ん
な
形
で

四
万
十
市
を
応
援
・
支
援
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。ま
た
、機
会
を
得
て
、四
万
十
市
に

訪
問
で
き
る
よ
う
、頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
3
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。四
万
十

市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向

上
を
祈
念
申
し
上
げ
、退
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

金
納
　
聡
志

　「
四
万
十
の
日
」の
4
月
10
日
、四
万
十
川

清
流
保
全
基
金
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、通
算
16
回
目
と
な
る
船
上
結
婚

式
が
挙
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

式
自
体
は
延
期
と
な
り
、「
四
万
十
の
日
」に

晴
れ
姿
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、船
上

結
婚
式
を
主
催
す
る
四
万
十
D
＆
H
を
通

じ
、挙
式
費
用
の
一
部
を
四
万
十
川
保
全
の

取
り
組
み
の
た
め
四
万
十
川
清
流
保
全
基

金
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
新
1
年
生
の
交
通
安
全
を
願
い
、

四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員
会
・
四
万
十
市

民
憲
章
推
進
協
議
会
よ
り
ノ
ー
ト
・
鉛
筆
・

定
規
を
、ま
た
、四
万
十
の
日
実
行
委
員
会

か
ら
は
四
万
十
川
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、下
敷
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
第
二
副
市
長
　
　
　

　
森
山
　
崇

　
4
月
1
日
付
け
で
第
二
副
市
長
に
就

任
し
ま
し
た
森
山
と
申
し
ま
す
。

　
四
万
十
市
は
初
め
て
で
す
が
、人
、歴

史
、自
然
な
ど
、こ
の
地
域
で
生
活
す
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
日
々
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

　
身
に
余
る
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
四
万
十
市

の
実
現
に
向
け
て
、こ
れ
ま
で
の
知
識
や

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、市
長
の
下
、職

員
、市
議
会
の
方
々
と
全
力
疾
走
で
仕
事

に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、ご
協
力
の

程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
り
や
ま

し
ゅ
う

　4月1日より新しく1名の監査委員が就任し、四万
十市監査委員は次のとおりとなりました。

監査委員を紹介します

備　考氏　名（敬称略）

濱田　修一

林　大三郎

宮﨑　努

はま  だ　　　しゅういち

はやし  　  だ い ざ ぶ ろ う

みやざき　　 つとむ

代表監査委員
識見を有する者から選任

識見を有する者から選任

市議会議員から選任新任
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市
で
は
、文
化
複
合
施
設
の
整
備
計
画
を

進
め
て
お
り
、昨
年
度
、皆
さ
ん
よ
り
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら「
基
本
設
計
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　
現
在
、基
本
設
計
で
完
成
し
た
模
型
や

パ
ー
ス
・
イ
メ
ー
ジ
動
画
を
、本
庁
1
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。お
立
ち
寄
り
の

際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。基
本
設
計
の

概
要
や
動
画
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、よ
り
詳
細
な
仕
様
や
設
備
等

を
決
め
る「
実
施
設
計
」の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

企
画
広
報
課

　
文
化
複
合
施
設
整
備
推
進
室

　
☎（
3
4
）1
5
0
1

　
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
下

水
道
区
域
拡
張
工
事
等
に
よ
り
、次
の
区
域

で
4
月
1
日
か
ら
下
水
道
の
利
用
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

☆
中
村
丸
の
内（
一
部
）

☆
不
破
上
町（
一
部
）

　
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記
窓
口
に

お
い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
9

　
市
で
は
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
、一
律
30
万
円

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
受
付
は
先
着
順
で
、受
付
開
始
日

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所

掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。補

助
の
条
件
や
手
続
き
等
は
、左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
本庁 

上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
9

　
支所 

地
域
企
画
課
　
地
域
振
興
係

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
太
陽
光

シ
ス
テ
ム
付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
人

※

自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
結
ぶ

　
こ
と
が
で
き
る
人
で
、市
税
の
滞
納
が
な

　
い
人
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
出
力
１
kw
あ
た
り
３
万
円（
上
限
12
万
円
）

■
受
付
開
始

　
随
時
受
付
中

　※

申
請
は
、工
事
開
始
前
に
行
っ
て
く
だ

　
　
さ
い
。事
後
申
請
で
は
補
助
金
が
交
付

　
　
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

　
申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出

　※

申
請
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、市 

環
境

　
　
生
活
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市 

環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
6

エコキャラクター
メイ

防災行政無線の内容が
聞き取れない場合は

☎34-7800
へ電話すると、再度放送内容
を確認することができます。
（自動音声）

1階

外観

10

令
和
2
年
5
月
号



　
市
で
は
、災
害
か
ら
命
を
守
る
対
策
と
し

て
各
種
補
助
事
業
を
設
け
て
い
ま
す
。本
年

度
分
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
宅
耐
震
化
事
業

①
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、住
宅
の
耐
震
度

を
調
査
し
ま
す
。

■
対
象

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ

　
た
住
宅

■
補
助
金
額

　
全
額
補
助（
3
万
4
千
5
7
2
円
）

　
※
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
耐
震
設
計

　
耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
1
・
0
未
満

（
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
）の
住
宅
を
、1
・
0

以
上（
一
応
倒
壊
し
な
い
）に
す
る
た
め
の

補
強
計
画
図
等
を
建
築
士
が
作
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
を
受
診
し
、評
点
が
1
・
0

　
未
満（
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
）と
な
っ
た

　
住
宅

■
補
助
金
額

　
全
額
補
助（
33
万
円
）

　
※
上
限
を
超
え
た
場
合
は
一
部
負
担
あ
り

■
実
施
件
数
　

21
件（
予
定
）

③
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
設
計
で
作
成
し
た
補
強
計
画
図
等

を
も
と
に
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
、設
計
を
経
て
耐
震
改
修

　
工
事
を
行
う
住
宅

■
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
10
／
10

　（
上
限
92
万
5
千
円
）

■
実
施
件
数
　

11
件（
予
定
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業

　
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が

高
い
も
の
の
1
つ
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
、撤
去
お
よ
び
安
全
な
フ
ェ
ン
ス
等

へ
の
改
修
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

　
避
難
路
等
に
面
し
て
い
る
危
険
性
の
高

　
い
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

■
補
助
金
額
　
上
限
20
万
5
千
円

■
募
集
件
数
　
6
件（
予
定
）

老
朽
住
宅
等
除
却
事
業

　
地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
り
、倒
れ
る
恐
れ

の
あ
る
老
朽
化
し
た
住
宅
等
の
除
却（
取
り

壊
し
）費
用
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
市
内
の
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

　
工
さ
れ
た
住
宅
等
で
、当
該
住
宅
等
が
地

　
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
倒
壊
ま
た
は
火
災

　
に
よ
っ
て
延
焼
す
る
こ
と
に
よ
り
、立
地

　
敷
地
外
の
住
宅
や
道
路
の
使
用
に
影
響

　
が
出
る
も
の

■
補
助
金
額

　
除
却
費
用
の
8
／
10（
上
限
1
0
0
万
円
）

■
募
集
件
数
　
8
件（
予
定
）

■
申
込
方
法（
添
付
書
類
）

　
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
・
住
宅
の
位
置
図
お
よ
び
外
観
写
真

　
・
申
請
住
宅
等
の
所
有
者
の
相
続
人
が
申

　
請
す
る
場
合
は
、所
有
者
と
申
請
者
と
の

　
続
柄
が
確
認
で
き
る
書
類（
戸
籍
謄
本
等
）

《
各
種
補
助
事
業
の
受
付
方
法
等
》

　
各
事
業
に
つ
い
て
多
く
の
申
請
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、次
の
と
お
り
受
付
を
行

い
、実
施
順
位
の
決
定
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　
決
定
し
た
順
位
が
実
施
件
数
内
に
入
ら

な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、来
年
度
優
先
し

ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
に
は
、申
請
書
と

　
そ
の
他
必
要
書
類
を
提
出
い
た
だ
く
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
い
申
込
方
法
に
つ

　
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
5
月
15
日（
金
）〜
6
月
15
日（
月
）

　
市
役
所
3
階
地
震
防
災
課
ま
で
お
越
し

　
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
。

■
抽
選
日
時

　
6
月
22
日（
月
）

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業
、老
朽
住

　
宅
等
除
去
事
業
　

13
時
30
分
〜

　
・
住
宅
耐
震
化
事
業
　

15
時
〜

■
抽
選
会
場
　
市
役
所
3
階
会
議
室

家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業

　
地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
り
、よ
り
安
全

で
迅
速
な
避
難
が
行
え
る
よ
う
家
具
転
倒

防
止
対
策
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
支
援
内
容

　
申
し
込
み
に
基
づ
き
、市
が
指
定
す
る
団

　
体（
事
業
者
ま
た
は
自
主
防
災
組
織
）に

　
家
具
等（
タ
ン
ス
、食
器
棚
、冷
蔵
庫
等
最

　
大
4
台
ま
で
）の
転
倒
防
止
資
機
材
の
取

　
り
付
け
作
業
を
依
頼
し
ま
す
。作
業
費
は

　
市
が
負
担
し
ま
す
が
、固
定
金
具
等
の
資

　
材
費
は
申
込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯
　
全
世
帯
対
象

■
募
集
世
帯
　

60
世
帯

　
※
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

地
震
防
災
課
　
☎（
3
5
）2
0
4
4
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市
で
は
、有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て

化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め

に
、市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
畜
産

た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
販
売
を
目
的
に
農
産
物
の
生
産
を
行
っ
て

　
い
る
市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

■
助
成
対
象
期
間

　
4
月
1
日
〜
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で

　
に
購
入
・
散
布
委
託
し
た
も
の

　※

必
ず
購
入
ま
た
は
委
託
の
前
に
市
へ

　
　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
前
に
購

　
　
入
・
委
託
し
た
も
の
は
対
象
外
）

■
助
成
内
容

　
・
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

畜
産
た
い
肥
・
も
み
が
ら
た
い
肥
な
ど

の
購
入
費
の
1
／
3
以
内
を
助
成

（
上
限
額

：

個
人
2
万
円
　
団
体
5
万
円
）

　
・
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

農
作
業
受
託
組
織
等
へ
の
機
械
散
布
委
託

に
要
し
た
経
費
の
1
／
3
以
内
を
助
成

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
本庁 

農
林
水
産
課
　
農
業
振
興
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
7

　
支所 

産
業
建
設
課
　
産
業
振
興
係

　
☎（
5
2
）1
1
1
3

　
家
庭
で
剪
定
し
た
枝
木
を
、剪
定
木
堆
肥

化
場
に
お
い
て
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、ご
み
の
減
量
お
よ
び
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
の
一
環
と
し
て
、枝
木
を
ご

み
と
し
て
排
出
す
る
の
で
は
な
く
堆
肥
と

し
て
資
源
化
す
る
も
の
で
す
。

　
搬
入
を
希
望
す
る
場
合
は
、左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、受
け
入
れ
は
平
日
の
み
と
な
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
で
発
生
し
た
も
の
や
産
業
廃

　
棄
物
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

※
堆
肥
化
目
的
の
た
め
廃
材
や
腐
食
し
た

　
も
の
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

※
直
径
5
㎝
ま
で
の
枝
木
の
受
け
入
れ
と

　
な
り
ま
す
。

　　四万十市は移住先として人気が高く、「四万十市へ移住したい！」というお問い合わせをたくさ
　んいただいています。しかし、現在、物件の数が足りていない状況です。移住者が空き家に入居す
　ることは、地域の活性化だけでなく、物件の維持・管理にもつながります。今後の継続的な移住支
　援のため、ご協力をお願いします。

以下のような条件でも構いません！
　〇建物内に荷物が残っている。〇掃除をしなければ貸せる状態でない。
　〇修繕が必要だが、そのままにしている。〇貸せない部屋（倉庫など）がある。
　〇「ペット不可」「集落活動への参加」「田畑の管理」など、ご希望の条件もお尋ねします。
　※家賃は月額5,000円～上限30,000円まで（空き家の状態・立地等による。）
　※移住希望者をホームページで募集しますが、すぐに入居者が決まるとは限りません。

　空き家の情報提供・ご質問・ご相談は、下記までお気軽にお電話ください。
　問い合わせ先　特定非営利活動法人　四万十市への移住を支援する会　☎（35）2357

片江商店

入口（看板有）

剪定木堆肥化場

古津賀第2団地

←至 国道56号←至 国道56号

問い合わせ・連絡先
　四万十市公園管理公社　☎（37）0608

せ
ん
　  

て
い

た
い
　
ひ
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固定資産税が減額される場合があります
住宅を改修したときは、届出を

令和2年度固定資産税の納期

問い合わせ先

　本庁 税務課　資産税係　☎(35)4428

　支所 西土佐住民分室　　☎(52)1112

※納税通知書・課税明細書は5月中旬に発送します

納
　
期

第1期

第2期

第3期

第4期

6月 1日まで

7月31日まで

9月30日まで

 12月25日まで

省エネ改修 バリアフリー改修 耐震改修

○平成20年1月1日以前から所
在している住宅（280㎡以下、
賃貸住宅を除く）

○令和4年3月31日までに現行
の省エネ基準に新たに適合
する工事を行った住宅

○当該改修工事に要した費用
が50万円以上であること

○現在、新築住宅軽減・耐震改
修工事による減額を受けて
いないこと

○既に省エネ改修による減額
の適用を受けていないこと

対象となる改修工事
外気などと接するものの工事
に限る
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事

　※①の工事は必ず行うこと

改修工事完了後3か月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書
　（建築士、指定確認検査機関
　または登録住宅性能評価機
　関が証明したもの）
②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
を持参のうえ、申告してくださ
い

3分の1を減額
※一戸あたり120㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分に限
　る（バリアフリー改修に伴う
減額措置との同時適用可能）

○新築された日から10年以上経過
した住宅（280㎡以下、賃貸住宅を
除く）

○令和4年3月31日までに工事が完
了した住宅

○補助金や介護保険からの給付等
を除く自己負担額が50万円以上
の改修工事

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工
事による減額を受けていないこと

 居住者要件
①65歳以上の人（改修工事が完了し
た年の翌年1月1日における年齢）

②要介護認定または要支援認定を
受けた人

③障害者手帳を持っている人

対象となる改修工事
①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すりの取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り換え
⑧床の滑り止め化

改修工事完了後3か月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書
③改修個所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金
交付決定書の写し

を持参のうえ、申告してください

3分の1を減額
※一戸あたり100㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る
　（省エネ改修に伴う減額措置との
　同時適用可能）

○昭和57年1月1日以前から所在
している住宅

　（併用住宅は、居住部分の割合
が2分の1以上のもの）

○令和4年3月31日までの間に現
行の耐震基準に適合する工事
が完了した住宅

○当該改修工事に要した費用が
50万円以上であること

改修工事完了後3か月以内に、
①耐震基準に適合した工事であ
ることの証明書（地方公共団
体、建築士、登録住宅性能評価
機関、指定確認検査機関、住宅
瑕疵担保責任保険法人が証明
したもの）

②耐震改修に要した費用の額が
わかる書類等

③工事完了日がわかる書類
を持参のうえ、申告してください

2分の1を減額
※一戸あたり120㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分から、
　その他の欄に示す期間

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
の
他

申
告
期
間
・
必
要
書
類

減額される期間

改修完了日

①令和4年3月31日

②上記改修完了日で高
知県耐震改修促進計
画に記載された道路
に敷地が接するもの

減額期間

1年間

2年間
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納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
課
税
対
象
者
】

　
毎
年
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者

　
※
4
月
2
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
を

　
　
し
て
も
、4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に

　
　
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

　
　
を
全
額
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
※
納
税
通
知
書
は
4
月
末
ご
ろ
に
発
送

　
　
し
ま
す
。納
税
通
知
書
の
領
収
書
部
分

　
　（
納
付
者
控
）の
納
税
証
明
書
は
、車
検

　
　
の
際
に
必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　
※
納
税
者（
家
族
を
含
む
。）が
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
り
患
し
た
場

　
　
合
等
は
、猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご

　
　
相
談
く
だ
さ
い
。

【
障
害
者
に
対
す
る
減
免
】

■
申
請
期
間

　
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
5
月
25
日

　（
月
）ま
で

　
※
原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登

　
　
録
）し
て
い
る
軽
自
動
車
等
が
対
象

　
※
精
神
障
害
、知
的
障
害
、
18
歳
未
満
の

　
　
身
体
障
害
の
人
の
場
合
、生
計
を
一
に

　
　
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も

　
　
対
象

■
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
、納
税
通
知
書
、車

検
証
、運
転
免
許
証（
実
際
に
運
転
す
る
人

の
も
の
）、個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド（
納
税
義
務
者
本
人
の
も
の
）、印
鑑

　※

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、委
任
状
、

　
　
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許

　
　
証
等
）、印
鑑
が
必
要

■
そ
の
他

　
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使

用
条
件
等
に
よ
っ
て
は
、減
免
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
本庁 

税
務
課
　
市
民
税
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
2

　
FAX（
3
4
）8
1
8
0

　
　 m

in
z
e
i@
c
ity

.sh
im
a
n
to
.lg

.jp
　

支所 
西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
2

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、

18
歳（
※
1
）ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
や
、両
親
の
い
な
い
子
ど
も
な
ど

の
医
療
費
の
う
ち
、保
険
診
療
分
の
一
部
負

担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除

く
。）を
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。対
象
は

所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯（
※

2
）で
、申
請
し
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

※
1
　
こ
の
制
度
で
の
18
歳
は
、
18
歳
に

　
　
　
な
っ
た
日
か
ら
最
初
の
3
月
31
日

　
　
　
ま
で
の
期
間

※
2
　
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
で
、一
部

　
　
　
の
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
に
よ
る
所
得
税
の
増
額
が
、ひ
と
り

　
　
　
親
家
庭
医
療
費
助
成
資
格
の
認
定

　
　
　
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、所
得

　
　
　
税
に
つ
い
て
、年
少
・
特
定
扶
養
控

　
　
　
除
を
控
除
額
に
加
え
て
再
計
算
し
、

　
　
　
所
得
審
査
に
お
け
る
所
得
税
額
と

　
　
　
し
ま
す
。

☆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆

　
5
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資

格
の
更
新
月
で
す
。該
当
者
は
次
の
要
領
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
5
月
1
日（
金
）〜
29
日（
金
）

　
※
土
、日
、祝
日
は
除
く
。

■
持
参
す
る
も
の

　
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
等

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
本庁 

子
育
て
支
援
課
　
支
援
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
1

　
支所 

西
土
佐
福
祉
こ
ど
も
分
室（
保
健
課
内
）

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
県
で
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
と
し

て
、従
業
員
の
命
を
守
る
と
と
も
に
地
震
発

生
後
の
早
期
復
旧
に
つ
な
げ
る
た
め
、県
内

中
小
企
業
者（
製
造
業
）が
行
う
耐
震
診
断

や
耐
震
設
計
な
ど
に
要
す
る
費
用
を
一
部

助
成
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

1　対象者
　県内で製造業を営む中小企業者
であって、BCPを策定している者
2　対象事業
　①耐震診断
　②耐震設計(建替設計を含む。)
3　対象建築物
　事務所・工場等で昭和56年5月
31日以前に建築された建築物で
あること

4　補助率／補助限度額
　①耐震診断：2/3以内／133.3万円
　②耐震設計：2/3以内／200万円
5　補助要件
　耐震診断および耐震設計の内容
に関し、四国耐震診断評定委員会等
の評定を受け、適切と評価を受ける
ことなど

問い合わせ先
　県 商工労働部商工政策課
　事業推進担当　☎088（823）9692
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不
安
視
さ
れ
る
報
道
も
一
部
で
は
出
始
め
る

な
ど
、心
配
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
と
し
て
は
、2
月
4
日
に
高
知
県
と
高
知

市
の
合
同
に
よ
り「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
相

談
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
、2
月
13
日
に
は

高
知
県
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、高
知
県
か
ら
の
情
報
提
供
に
基

づ
き
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
に
お

い
て「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
紹
介
と
併
せ
て
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
、感
染
予
防
の
た
め
に
必
要

な
注
意
点
等
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
政
府
は
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、全

国
の
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
、特
別
支
援

学
校
に
春
休
み
ま
で
臨
時
休
校
と
す
る
よ
う

要
請
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
28
日
に
も
文
部
科

学
省
か
ら
全
国
の
教
育
委
員
会
等
に
通
知
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
日
々
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、今

後
と
も
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、情

報
の
収
集
を
行
い
、必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
て
、国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

今
月
20
日
に
発
表
さ
れ
た
内
閣
府
の
月
例
経

済
報
告
に
よ
る
と「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
。」と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、地
方
で
は

な
か
な
か
そ
の
実
感
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、出
生
率
の
低
下
に
よ
る
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、東
京

圏
へ
の
人
口
の
一
極
集
中
を
是
正
し
、そ
れ
ぞ

　　
　

※
内
容
は
3
月
市
議
会
定
例
会
時
点
の
も
の
で

　
本
文
中
、本
年
度
は
令
和
元
年
度
、来
年
度
は

　
令
和
2
年
度
を
さ
し
ま
す
。

　
所
信
表
明

　
本
年
は
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）以
来
56

年
ぶ
り
に
東
京
で
夏
季
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
も
開
催
さ
れ
る
歴
史
的
な
年
で
す
。

　
世
界
各
国
か
ら
集
う
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

手
に
汗
握
る
熱
戦
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

大
会
期
間
中
を
中
心
に
全
国
各
地
で
日
本
を

訪
れ
る
海
外
の
方
々
と
の
様
々
な
交
流
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
、こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
、4
月
20
日
に
右

山
の
ホ
テ
ル
サ
ン
リ
バ
ー
四
万
十
前
か
ら
赤

鉄
橋
西
詰
ま
で
の
市
街
地
と
、佐
田
沈
下
橋
を

往
復
す
る
2
区
間
で
行
わ
れ
、市
内
在
住
の
高

校
生
、浜
村
　
柚
香（
は
ま
む
ら
　
ゆ
う
か
）さ

ん
ら
が
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
、機
運
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
在
、国
内
に
お
い
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が

れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、将

来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
27
年
度
か
ら
の
5

か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
を
ま
と

め
た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）

に
は
出
生
数
が
1
8
9
9
年（
明
治
32
年
）の

統
計
開
始
以
来
、初
め
て
1
0
0
万
人
を
割

り
、2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）に
は
86
万
4
千

人
に
ま
で
減
少
す
る
と
と
も
に
、東
京
圏
へ
の

一
極
集
中
も
2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）は
14

万
8
千
人
の
転
入
超
過
と
拡
大
が
続
く
な
ど
、

歯
止
め
が
効
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
市
に
お
い
て
も
地
方
創

生
を
図
る
べ
く
、国
の
動
き
や
県
の
取
り
組
み

と
も
足
並
み
を
合
わ
せ
、産
業
振
興
や
子
育
て

支
援
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
現
状
と
し
て
、人
口
減
少
は
続
い
て
い
る
も

の
の
、そ
の
推
移
は
総
合
戦
略
に
よ
り
目
標
と

し
て
い
る
戦
略
人
口
を
ほ
ぼ
確
保
で
き
て
い

る
と
と
も
に
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
国
勢
調
査
の
人
口
を
基
に
、平
成
25
年

に
発
表
し
た
推
計
人
口
と
平
成
30
年
に
発
表

し
た
推
計
人
口
の
比
較
で
も
、高
知
市
や
香
美

市
な
ど
と
と
も
に
県
内
で
は
6
市
町
村
の
み

数
値
の
改
善
が
み
ら
れ
る
な
ど
、取
り
組
み
の

成
果
の
一
端
が
伺
え
、予
測
よ
り
も
比
較
的
緩

や
か
に
推
移
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
は
市
の
最
上
位
計
画
と
な
る

「
四
万
十
市
総
合
計
画
」と
と
も
に
、「
四
万
十

令
和
2
年
3
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー（
要
旨
）上

　

市

長

施

政

方

針

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」や
、

「
四
万
十
市
産
業
振
興
計
画
」の
、人
口
減
対
策

の
中
心
と
な
る
計
画
が
、見
直
し
・
改
定
の
年

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
評
価
・
検

証
を
行
う
と
と
も
に
、庁
内
で
の
協
議
や
民
間

の
委
員
の
皆
様
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、今
後
5

年
間
の
新
た
な
指
針
と
な
る
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
は
こ
れ
ら
の
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、

取
り
組
み
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、新
た
な
計
画

期
間
の
初
年
度
と
し
て
計
画
に
位
置
付
け
る

政
策
・
施
策
の
1
歩
目
を
し
っ
か
り
と
踏
み
出

し
、総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像

「
人
が
輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　
悠
久
と
躍
動

の
ま
ち
　
四
万
十
市
」の
実
現
に
向
け
、さ
ら

に
力
強
く
前
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

　
こ
の
臨
時
情
報
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
異
常
な
現
象
が

観
測
さ
れ
た
場
合
、気
象
庁
が
発
表
す
る
も
の

で
、平
成
29
年
11
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て

お
り
ま
す
。臨
時
情
報
に
関
す
る
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
県
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

手
引
き
に
よ
る
と
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

後
の
避
難
で
は
安
全
な
避
難
行
動
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
に

対
し
て
、一
定
期
間
の
事
前
避
難
を
行
う
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
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く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た

め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基

本
法
」が
公
布
、施
行
さ
れ
、こ
の
基
本
法
に
基

づ
き
、平
成
26
年
6
月
に
は
、国
土
強
靭
化
に

係
る
他
の
計
画
の
指
針
と
な
る「
国
土
強
靭
化

基
本
計
画
」を
策
定
し
、強
靱
な
国
づ
く
り
に

政
府
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
国
土
強
靭
化
を
実
効
性
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、国
だ
け
で
は
な
く
地
方
も
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、本
市
に

お
き
ま
し
て
も
本
年
2
月
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し「
四
万
十
市
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、国
土
強
靭
化
の
理
念
や
国
の
基

本
計
画
を
踏
ま
え
、大
規
模
な
自
然
災
害
が
発

生
し
て
も「
致
命
的
な
被
害
を
負
わ
な
い
強

さ
」と「
速
や
か
に
回
復
す
る
し
な
や
か
さ
」を

も
っ
た
、強
靭
な
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
り
、策
定

後
は
国
・
県
等
と
連
携
し
国
土
強
靭
化
に
係
る

取
り
組
み
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
情
報
伝
達
手
段
の
強
化

　
本
市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度
に
同

報
系
の
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、防
災
情
報

や
行
政
情
報
な
ど
の
放
送
に
活
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、天
候
や
風
向
き
、立
地
条
件

に
よ
っ
て
は「
聞
こ
え
な
い
」「
聞
こ
え
づ
ら

い
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
地
区

有
線
放
送
と
接
続
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
対
策

　
こ
の
た
め
、本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、県
の

考
え
方
や
他
の
市
町
村
の
状
況
、そ
し
て
津
波

に
よ
る
浸
水
開
始
時
間
が
市
内
の
他
の
地
区

よ
り
も
早
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
下

田
、八
束
両
地
区
の
区
長
、自
主
防
災
組
織
の

皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、そ
の
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、本

市
の
事
前
避
難
対
象
地
域
と
し
ま
し
て
は
、

「
下
田
、八
束
両
地
区
の
津
波
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
地
区
」を
指
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
地
区
に
は
、臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、1
週
間
、避
難
勧
告
を
発
令
し
、事
前
の
避

難
を
促
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
臨
時
情
報
に
つ
い
て
の
市
民

の
皆
様
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
高
ま
っ
て
お

ら
ず
、先
日
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、約
1
2
0
人
の
回
答
者
の
内
、臨
時
情
報

の
名
称
、内
容
と
も
に
理
解
し
て
い
た
の
は
約

4
割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、臨
時
情
報
に
対
す
る
市
民
の
皆
様

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、事
前
避
難
対
象
地
域

に
指
定
し
た
地
区
で
の
説
明
会
を
来
月
か
ら

順
次
開
催
し
て
い
く
と
と
も
に
、引
き
続
き
広

報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、各
地
区
で
の
学
習
会
、防

災
訓
練
等
、様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
そ
の
周

知
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

　
国
に
お
い
て
は
、大
規
模
自
然
災
害
等
に
備

え
た
国
土
の
全
域
に
わ
た
る
強
靱
な
国
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
25
年
12
月
に「
強

を
取
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、新
た
に
、無

料
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
の「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」に
よ
る
防

災
情
報
の
配
信
を
2
月
1
日
よ
り
開
始
す
る

と
と
も
に
、Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に

よ
る
情
報
入
手
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
は
、

来
年
度
か
ら
2
か
年
か
け
て
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
を
無
償
で
貸
与
す
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
防
災
行
政
無
線
で
放
送
す

る
同
じ
内
容
を
配
信
す
る
た
め
、放
送
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
場
合
や
聞
き
逃
し
た
場
合
で
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、市
外

に
い
る
場
合
で
も
情
報
が
届
き
ま
す
の
で
、外

出
先
で
の
確
認
や
、遠
方
に
住
ん
で
い
る
方
が

本
市
在
住
の
親
族
の
た
め
に
情
報
を
入
手
す

る
な
ど
、使
い
方
次
第
で
大
変
効
果
的
な
伝
達

手
段
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
、伝
達
手
段
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
、避
難
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
が

よ
り
早
く
、確
実
に
届
く
よ
う
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
網
の
整
備

　
ま
ず
、高
速
道
路
で
は
、1
月
に
新
聞
報
道

等
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、国
道
56
号
中
村
宿

毛
道
路
に
つ
き
ま
し
て
、施
工
済
み
箇
所
に
お

い
て
地
下
水
が
原
因
と
想
定
さ
れ
る
路
面
沈

下
が
発
生
し
、対
策
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、年
度
内
の
全
線
開

通
が
困
難
と
な
り
、開
通
予
定
時
期
が
本
年
夏

ご
ろ
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
開
通
を
皆
様
と
と
も
に
願
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、非
常
に
残
念
な
思
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、対
策
の
検
討
と
そ
の
実
施
が

順
調
に
進
み
、よ
り
安
全
な
道
路
と
し
て
、こ

の
夏
に
は
無
事
開
通
の
日
を
迎
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
待
つ
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
事
業
化
さ
れ
ま
し
た「
大
方
四

万
十
道
路
」に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
現

地
測
量
業
務
に
引
き
続
き
、来
年
度
は
地
質
調

査
等
を
進
め
て
い
く
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、国
土
交
通
省
の
意
向

を
受
け
、来
年
度
よ
り
右
山
地
区
、不
破
地
区

の
一
部
に
お
い
て
地
籍
調
査
事
業
を
開
始
す

る
な
ど
、高
速
道
路
の
延
伸
に
向
け
て
、全
面

的
な
協
力
体
制
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、国
道
及
び
県
道
の
整
備
で
は
、国
道

4
4
1
号
で
口
屋
内
バ
イ
パ
ス
の
西
土
佐
側

に
な
る
、西
土
佐
中
半
地
区
に
お
い
て
、ト
ン

ネ
ル
明
か
り
部
の
工
事
が
舗
装
工
事
を
除
い

て
、全
て
発
注
済
み
と
な
り
ま
し
た
。
中
村
側

に
お
き
ま
し
て
も
、久
保
川
地
区
で
の
工
事
の

本
格
着
工
に
向
け
、仮
橋
の
一
部
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
、バ
イ
パ
ス
開
通
に
向
け
た
着
実

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
街
地
の
環
状
道
路
と
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
、都
市
計
画
道
路
右
山
角
崎

線
に
つ
き
ま
し
て
は
、用
地
買
収
が
進
捗
し
、本

格
的
な
拡
幅
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

そ
の
礎
と
な
る
道
路
整
備
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
高
知
県
と
連
携
し
、地
元
調
整
や

関
連
す
る
市
道
の
整
備
な
ど
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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て
、引
き
続
き
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
治
水
対
策

　
近
年
は
、全
国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
甚
大

化
し
た
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
洪
水
被
害
に
対

し
て
、河
川
イ
ン
フ
ラ
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

治
水
安
全
度
の
向
上
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　
四
万
十
川
で
は
、無
堤
地
区
で
あ
る
初
崎

で
、平
成
29
年
度
よ
り
堤
防
工
事
に
着
手
さ
れ

て
お
り
、本
年
度
ま
で
に
事
業
箇
所
の
中
流
付

近
の
土
堤
部
約
2
0
0
m
が
施
工
中
で
、来
年

度
か
ら
は
下
流
部
の
特
殊
堤
に
着
手
さ
れ
、順

次
、堤
防
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
と
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。

　
四
万
十
川
・
後
川
・
中
筋
川
の
3
河
川
で
は
、

平
成
30
年
の
国
土
強
靭
化
計
画
の
見
直
し
を

受
け
て
、洪
水
流
下
の
断
面
が
不
足
し
て
い
る

箇
所
で
、河
道
掘
削
や
樹
木
伐
採
な
ど
の
緊
急

対
策
が
進
め
ら
れ
、河
川
の
流
下
断
面
の
確
保

が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
横
瀬
川
ダ
ム
は
昨
年
10
月
に
試
験
湛
水
が

開
始
さ
れ
、湛
水
に
よ
る
ダ
ム
の
安
全
性
の
確

認
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。引
き
続
き

試
験
湛
水
が
順
調
に
進
み
、横
瀬
川
ダ
ム
と
中

筋
川
ダ
ム
の
連
携
し
た
ダ
ム
運
用
が
早
期
に

開
始
さ
れ
、更
な
る
洪
水
被
害
の
軽
減
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
同
･
楠
島
地
区
の
内
水
対
策
は
、国
土
交

通
省
に
よ
る
排
水
樋
門
、高
知
県
に
よ
る
楠
島

　
次
に
、沈
下
橋
の
修
繕
に
つ
い
て
で
す
。

　
四
万
十
川
に
か
か
る
沈
下
橋
4
橋
の
う
ち
、

岩
間
大
橋
と
屋
内
大
橋
の
2
橋
は
、国
土
交
通

省
の「
大
規
模
修
繕
更
新
事
業
」に
採
択
さ
れ
、

現
在
修
繕
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
岩
間
大
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、去
る
1
月
27

日
か
ら
28
日
の
季
節
外
れ
の
大
雨
に
よ
る
増

水
に
よ
り
、仮
設
道
路
等
が
流
失
す
る
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。そ
の
復
旧
に
伴
い
工
程
に
遅

れ
が
生
じ
ま
し
た
が
、今
後
の
増
水
等
に
よ
る

影
響
が
な
け
れ
ば
、3
月
末
に
は
2
ト
ン
以
下

の
車
両
が
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。完
全
復
旧

は
来
年
度
末
を
予
定
し
て
お
り
、1
日
も
早
い

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
屋
内
大
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、景
観
に
配
慮

し
た
補
強
工
事
を
行
っ
て
お
り
、岩
間
大
橋
と

同
様
に
、増
水
に
よ
り
架
設
足
場
等
が
破
損
す

る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、工
期
に
大
き
な
影

響
は
な
く
、来
年
度
末
に
は
完
了
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、国
道
側
左
岸
取
付
道
路
の
石
積
み

の
修
復
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
の
3
月
末
で
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
勝
間
橋
、三
里
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、橋
脚

修
繕
工
事
の
一
部
を
繰
越
事
業
と
し
て
実
施

予
定
で
、来
年
度
以
降
も
継
続
し
修
繕
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
沈
下
橋
は
、重
要
な
生
活
道
路
で
あ
る
と
と

も
に
、四
万
十
川
の
景
観
を
特
徴
づ
け
る
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、観
光
面
で
も
重
要
な
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。各
方
面
か
ら
の
ご
寄
付
や
ふ
る

さ
と
納
税
等
に
よ
り
、市
内
は
も
と
よ
り
全
国

か
ら
多
く
の
方
々
に
応
援
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、一
日
も
早
い
機
能
回
復
に
向
け

川
放
水
路
、四
万
十
市
で
排
水
機
場
の
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
は
、国
土

交
通
省
が
樋
門
整
備
に
伴
う
工
事
に
着
手
し
、

現
在
、工
事
用
道
路
や
仮
設
ヤ
ー
ド
の
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、そ
の
工
事
用
道
路
の
完
成
に
合

わ
せ
て
、排
水
機
場
の
整
備
に
着
手
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
岩
田
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
土
強
靭
化
計

画
に
伴
う
3
か
年
計
画
と
し
て
、河
床
掘
削
や
樹

木
伐
採
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年

度
は
大
用
寺
橋
か
ら
上
流
1
・
4
㎞
区
間
の
地
質

調
査
、堤
防
設
計
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、渡
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
岩
田
川

の
改
修
を
位
置
づ
け
る
作
業
を
並
行
し
て
進

め
て
お
り
、計
画
変
更
の
目
途
が
立
つ
な
ど
、

状
況
が
整
い
ま
し
た
ら
地
域
の
皆
様
に
説
明

す
る
た
め
の
調
整
を
行
っ
て
い
く
と
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
ま
し
て
も
岩
田
川
流
域
の
地
籍

調
査
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
、河
川
整
備
事

業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
・
協
力
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
立
地
適
正
化
計
画
　

　
本
市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な

る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、四
国

横
断
自
動
車
道
の
延
伸
を
見
据
え
た「
集
約
型

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
将
来
都
市
構
造
と
し
て

掲
げ
、四
国
西
南
の
中
心
と
し
て
リ
ー
ド
す
る

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
と
併
せ
、人
口
減
少

と
少
子
化
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
都
市
づ
く
り

の
方
針
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

定
め
た
将
来
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
、昨
年

度
よ
り
市
民
と
行
政
、民
間
事
業
者
が
一
体
と

な
り
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く「
四
万

十
市
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、都
市
再
生
協
議
会
と
庁
内
検
討

委
員
会
を
各
3
回
開
催
し
、協
議
・
検
討
す
る

な
か
で
居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の

都
市
機
能
の
適
正
な
立
地
と
誘
導
、公
共
交
通

等
の
様
々
な
施
策
と
の
連
携
な
ど
を
踏
ま
え

た
計
画
案
を
作
成
し
、市
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
な
が
ら
広
く
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
人
口
減
少
下
に
お
け
る
持
続
可
能
な
都
市

づ
く
り
に
向
け
て
は
、本
計
画
で
掲
げ
る
都
市

機
能
の
誘
導
や
集
約
は
も
と
よ
り
、人
口
密
度

を
維
持
す
る
緩
や
か
な
居
住
誘
導
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
関
係
の
深
い
計
画

と
な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
計
画
に
反
映
し
つ
つ
、都
市
再
生
協

議
会
に
諮
っ
た
う
え
で
今
年
度
内
に
策
定
し
、

来
年
度
よ
り
各
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
中
村
ま
ち
バ
ス
の
運
行
エ

　
リ
ア
拡
大

　
中
村
ま
ち
バ
ス
に
つ
い
て
は
、運
行
エ
リ
ア
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に
至
る
ル
ー
ト
と
、中
村
駅
か
ら
右
山
五
月

町
、一
条
通
、天
神
橋
を
経
由
し
て
市
役
所
に

至
る
二
つ
の
ル
ー
ト
に
お
き
ま
し
て
は
、自
動

運
転
車
両
走
行
に
必
要
な
誘
導
線
な
ど
の
設

置
工
事
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、実
証
実
験
に

つ
き
ま
し
て
は
、3
月
下
旬
か
ら
2
週
間
程
度

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
実
証
実
験
で
は
、車
両
走
行
環
境
や
コ
ス

ト
、市
民
の
受
容
度
や
移
動
促
進
効
果
な
ど
を

検
証
し
、そ
の
後
の
協
議
会
に
お
い
て
実
装
化

を
含
め
た
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
ご
協
議

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
車
両
の
運
行
ダ
イ
ヤ
等
、具
体
的
な
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、議
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、多
く
の
市
民
の
皆
様
が
自
動
運
転
を
実
体

験
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
文
化
複
合
施
設
建
設

　
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
3
回
、整
備
検
討
委
員
会
を
5
回

開
催
す
る
中
で
、節
目
で
は
市
民
説
明
会
や
市

民
公
聴
会
な
ど
を
実
施
し
、多
く
の
市
民
や
施

設
利
用
者
の
皆
様
か
ら
様
々
な
要
望
や
ニ
ー
ズ

等
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、概
ね
基
本
計
画
に

沿
っ
た
内
容
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
の
概
要
を
申
し
ま
す
と
、施
設
は

地
上
3
階
建
て
延
床
面
積
約
6
8
6
0
㎡
で

20
室
の
諸
室
を
計
画
し
て
お
り
、メ
イ
ン
と
な

る
大
ホ
ー
ル
の
客
席
に
つ
い
て
は
、座
席
幅
や

座
席
の
前
後
間
隔
に
余
裕
を
持
っ
た
設
計
と

周
辺
の
地
域
か
ら
エ
リ
ア
拡
大
を
望
む
声
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、高
齢
化
が
進
む
中
、中
山

間
地
域
だ
け
で
な
く
市
街
地
に
居
住
す
る
方

に
と
っ
て
も
、買
い
物
や
通
院
時
の
移
動
手
段

の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、昨
年
度
末
に
持
続
可
能
な
公
共

交
通
網
を
構
築
す
る
た
め
の「
四
万
十
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」を
策
定
し
、中
村
ま

ち
バ
ス
の
運
行
エ
リ
ア
見
直
し
に
つ
い
て
も

計
画
に
位
置
づ
け
、エ
リ
ア
拡
大
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
運
行
エ
リ
ア
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、運
行
事

業
者
の
変
更
や
体
制
構
築
、運
行
シ
ス
テ
ム
の

改
修
、運
輸
局
の
認
可
な
ど
課
題
も
多
く
あ
り

ま
す
が
、本
年
10
月
1
日
か
ら
の
エ
リ
ア
拡
大

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
自
動
運
転
車
両
実
証
実
験

　
地
域
に
お
け
る
、人
・
モ
ノ
の
流
れ
を
確
保

す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
、国
土
交
通
省

で
は
、「
自
動
運
転
車
両
」の
活
用
を
目
的
と
し

た
、実
証
実
験
を
各
地
で
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、高
知
県
内
で
初
と
な
る
実
験
が
、本
市
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
2
月
17
日
に
は
、国
・
県
・
市
・
関
係
団
体
で

構
成
す
る
自
動
運
転
実
証
協
議
会
を
開
催
し
、

実
験
路
線
や
実
験
期
間
、実
験
で
の
検
証
事
項

等
に
つ
い
て
ご
協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、実
験
路
線
と
な
る
丸
の
内
か
ら
為
松

公
園
、小
姓
町
、天
神
橋
を
経
由
し
て
市
役
所

し
、約
8
1
0
席
の
固
定
席
と
合
わ
せ
て
一
定

の
立
ち
見
席
も
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
建
物
の
構
造
に
つ
い
て
は
、大
・
小
ホ
ー
ル
、

リ
ハ
ー
サ
ル
室
な
ど
に
は
遮
音
性
と
耐
久
性

に
優
れ
た
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
採

用
し
耐
震
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、そ
の
他

の
部
分
は
鉄
骨
造
で
軽
量
化
を
図
り
基
礎
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、内
装
の
仕
上
げ
材
な
ど
に
は
可
能
な
限
り

「
木
質
化
」を
行
い
、地
元
産
木
材
の
利
用
促
進

を
図
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
外
観
の
特
徴
は
、国
道
側
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
へ
向
か
っ
て
緩
や
か
に
大
き
く
延
ば

し
た
施
設
前
面
の「
軒（
の
き
）庇（
び
さ
し
）」

で
す
。こ
れ
は
一
条
神
社
の
意
匠
を
引
用
し
た

も
の
で
、街
中
か
ら
人
々
を
迎
え
入
れ
賑
わ
い

の
流
れ
を
つ
く
る
よ
う
な
佇
ま
い
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
本
設
計
に
基
づ
き
、来
年
度
は
実
施

設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、ソ
フ
ト
面
で
取
り
組
ん
で
い
る
管
理

運
営
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、①
文
化

複
合
施
設
整
備
の
目
的
と
果
た
す
べ
き
役
割
、

②
事
業
方
針
、③
施
設
運
営
方
針
、④
施
設
管

理
方
針
、⑤
収
支
想
定
、⑥
官
民
協
働
運
営
の

可
能
性
、⑦
そ
の
他
の
7
項
目
で
素
案
を
ま
と

め
、
12
月
20
日
か
ら
1
月
20
日
に
か
け
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
は
、
13
件
の
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、整
備
検
討
委
員
会
で
の
報
告
・

協
議
を
経
ま
し
て
、3
月
中
旬
を
目
途
に
計
画

の
最
終
案
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
管
理
運
営
基
本
計
画
に
基
づ
き
、来
年

度
は「
管
理
運
営
実
施
計
画
」の
策
定
を
予
定

し
て
お
り
、よ
り
踏
み
込
ん
だ
開
館
準
備
作
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
商
店
街
の
活
性
化

　
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、世
代

に
関
わ
ら
ず
気
軽
に
集
い
、交
流
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
設
置
が
こ
れ
ま
で
求
め

ら
れ
て
き
て
お
り
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
・
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
す
る
べ
く
、旧
土
豫

銀
行
跡
地
の
利
活
用
・
整
備
に
つ
い
て
は
官
民

連
携
に
よ
り
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
の
結
果
を
受
け
、昨
年
9
月
か
ら
ま
ち
づ

く
り
会
社
に
よ
り
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
拠
点
と
な
る
施
設
の
本
体
工
事
が
順
調

に
進
み
、予
定
ど
お
り
3
月
中
旬
に
竣
工
、4

月
10
日
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
募
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
施
設
の
名
称

も
、市
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
3
1
8
件
も
の

応
募
の
中
か
ら
、「
S
h
i
m
a
n
t
o
＋

T
e
r
r
a
c
e
　
は
れ
の
ば（
し
ま
ん
と
て

ら
す
　
は
れ
の
ば
）」が
名
称
と
し
て
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、施
設
整
備
に
並
行
し
ま
し
て
、商
店

街
、関
係
団
体
等
で
組
織
す
る「
四
万
十
市
中

心
商
店
街
活
性
化
協
議
会
」に
お
い
て
は
、こ

の
施
設
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
集
客
効
果
を

商
店
街
や
個
店
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、持
続
可

能
な
取
り
組
み
の
検
討
や
効
果
的
な
実
施
が
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ま
た
、来
年
度
は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
は
、欧

米
で
普
及
し
て
い
る
旅
の
ス
タ
イ
ル
で
、そ
の

土
地
を
歩
き
な
が
ら
、そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

食
を
た
の
し
み
、歴
史
や
文
化
を
知
る
旅
の
こ

と
で
、Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
な
ど
が
組
織
す
る

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
機
構
と
連
携
し
た「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
で
、世
界
に
影
響
力
を
持
つ
多
様

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
本
市
の
情
報
発
信
と
、

本
市
の「
食
文
化
」を
ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、滞
在
型
・
通
年
型
観

光
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
推
進
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と
し

て
は
、本
年
度
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
強
化

の
た
め
に「
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
支
援
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
」を
制
定
し
て
、閑
散
期

の
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。2
月
26

日
か
ら
は
日
本
体
育
大
学
男
子
柔
道
部
の
合

宿
が
5
泊
6
日
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、3
月
1

日
に
は
柔
道
教
室
も
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
度
も
、本
市
の
強
み
で
あ
る
武
道
館
を

は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
競
技
や

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
指
導
者
や
選
手
へ
の

積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
な
ど
、ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、国
内
外
へ
の
情
報
発
信
の
強

化
・
充
実
や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の

き
め
細
や
か
な
支
援
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
主
体
と
と
も
に
課
題
の
把

握
や
改
善
策
の
検
討
等
を
円
滑
に
進
め
る
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
整
備
を
契
機
と
し
ま
し
て
、中
心

市
街
地
へ
の
注
目
度
は
高
ま
り
、市
民
は
も
と

よ
り
観
光
客
か
ら
も「
ま
ち
な
か
」に
一
層
視

線
が
注
が
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、今

後
に
お
き
ま
し
て
も
官
民
が
協
働
で
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、地
域
内
外
か
ら
さ
ら
な

る
需
要
を
取
り
込
み
、市
街
地
に
お
け
る
消
費

の
喚
起
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
、地
域

経
済
の
再
生
・
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興

　
高
知
県
内
で
は
、昨
年
2
月
1
日
よ
り
新
た

な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て「
リ
ョ
ー
マ
の

休
日
〜
自
然
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
」が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、全
国
的
な
知
名
度

を
誇
る「
四
万
十
川
」と
い
う
多
彩
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活

か
し
、訪
れ
る
方
々
が
よ
り
充
実
し
た
観
光
周

遊
と
自
然
体
験
が
楽
し
め
る
よ
う
、四
万
十
ひ

ろ
ば
へ
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
本
年
度
末
に
は
整
備
を
完
了

し
、4
月
19
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
、効

果
的
な
観
光
誘
客
に
取
り
組
み
、観
光
振
興
、

地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
市
の
下
田
地
区
出
身
で
、現
在
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
監
督
の
岡
本
　
友
章（
お

か
も
と
　
と
も
あ
き
）氏
が
、高
知
県
で
は
2
人

目
と
な
る
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟（
Ｗ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
）の
殿
堂
入
り
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
本
氏
は
、下
田
中
学
校
か
ら
岡
豊
高
校
を

経
て
、土
佐
闘
犬
セ
ン
タ
ー
や
オ
ー
ル
高
知
、

高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
で
強
打
の
内

野
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
ほ
か
、全
日
本
チ
ー

ム
の
コ
ー
チ
や
監
督
と
し
て
も
手
腕
を
発
揮

さ
れ
て
お
り
、昨
年
6
月
に
チ
ェ
コ
で
開
催
さ

れ
た
世
界
大
会
で
は
、日
本
を
見
事
に
6
大
会

ぶ
り
の
準
優
勝
に
導
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、国
際
殿
堂

入
り
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
本
市
に
対
し
て

も
、昨
年
10
月
の
四
国
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
誘
致
や
、こ
の
3
月
に
は
2
日
間
の

日
程
で
日
本
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
高
知
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
と
東
京
理
科
大
学
、神
戸

学
院
大
学
、高
知
工
科
大
学
の
合
同
練
習
を
開

催
予
定
の
他
、残
念
な
が
ら
今
回
は
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、チ
ェ
コ
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
強
化
合
宿
誘
致
な
ど
に
も

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、3
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
高
知

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
等
の
合
同
練
習
は
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考

慮
し
、中
止
す
る
と
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
、こ
の
貴
重
な
ご
縁
を
機
に
西
日
本

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
日
本
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
誘
致
な
ど
、四
万
十

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
み
、実
現
す
る
こ
と
で
、ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、交
流
人
口
・
関
係
人
口

を
増
や
し
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、岡
本
氏
の
功
績
を
称
え
今
後

益
々
の
活
躍
を
願
う
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の

本
市
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
、ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
地
方
創
生
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、来
年
度
、関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
祝
賀

記
念
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
林
業
の
振
興

　
ま
ず
、農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
の
確
保
の
面
に
お
い
て
、県
と
と
も
に
国

等
へ
の
要
望
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
結
果
、

県
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、3
地
区
で
2
億

9
8
0
0
万
円
の
国
補
正
予
算
の
割
当
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、入
田
地
区
・
三
里
地
区
に
お

い
て
は
、補
完
工
事
を
含
め
た
ハ
ー
ド
整
備
が

ほ
ぼ
完
成
す
る
見
込
み
と
な
り
、利
岡
地
区
に

お
き
ま
し
て
も
、面
整
備
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。
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の
活
用
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
事
業
実
施

の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
も
並
行
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、現
在
収
支
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て

様
々
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、建
設
コ

ス
ト
へ
の
一
定
額
の
一
般
財
源
の
投
入
に
つ

き
ま
し
て
も
、検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、な
る
べ
く
早
い
時

期
で
の
方
向
性
の
確
立
を
目
指
し
、取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画

　「
地
域
福
祉
計
画
」は
、高
齢
者
・
児
童
・
障
害

者
な
ど
に
関
す
る
個
別
の
福
祉
分
野
の
計
画

を
総
括
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、社
会

福
祉
法
に
基
づ
き
市
町
村
が
策
定
す
る
計
画

で
す
。

　
本
年
度
末
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2

期
地
域
福
祉
計
画
を
見
直
し
、こ
れ
ま
で
四
万

十
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
し
て
き
た
地

域
福
祉
推
進
の
実
践
的
な
活
動
・
行
動
計
画
で

あ
る「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」を
あ
わ
せ
て
一

体
的
な
内
容
と
し
た「
第
3
期
四
万
十
市
地
域

福
祉
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6
年

度
ま
で
の
5
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
財
産
や
権
利
を
守
る「
成

年
後
見
制
度
」に
つ
い
て
、利
用
促
進
の
た
め

の
市
町
村
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

　
今
後
は
3
地
区
と
も
、確
定
測
量
・
換
地
業

務
を
進
め
る
と
と
も
に
、事
業
要
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
推
進
を
図

り
な
が
ら
、事
業
効
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ

う
高
収
益
作
物
の
振
興
な
ど
、営
農
体
制
の
確

立
に
向
け
た
支
援
を
関
係
機
関
と
と
も
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
2
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
昨
年
12

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和
2
年
度
税
制
改

正
大
綱
に
お
い
て
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与

額
及
び
市
町
村
並
び
に
都
道
府
県
へ
の
譲
与

割
合
に
つ
い
て
見
直
す
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、近
年
、大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、災
害
防

止
等
の
観
点
か
ら
も
森
林
整
備
の
推
進
が
喫

緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

譲
与
額
が
前
倒
し
で
増
額
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、森

林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用
し
、な
お
一

層
、適
正
な
森
林
整
備
の
促
進
、人
材
の
育
成

や
担
い
手
の
確
保
、定
着
に
つ
な
が
る
よ
う
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、現
在
、国
の
交
付
金
採
択
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、今
後
、県
を
通
じ
て
国

に
対
し
、処
理
頭
数
の
増
頭
計
画
な
ど
の
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、国
の
交
付
金

3
月
17
日
　
四
万
十
市
都
市
再
生
協
議
会

　
　
19
日
　
四
万
十
市
わ
さ
び
栽
培
協
議

　
　
　
　
　
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
こ
ど

　
　
　
　
　
も
園「
ひ
か
り
こ
ど
も
園
」協

　
　
　
　
　
定
書
締
結
式

　
　
　
　
　
中
村
商
工
会
議
所
女
性
部
・

　
　
　
　
　
西
土
佐
商
工
会
女
性
部
合
同

　
　
　
　
　
意
見
交
換
会

　
　
23
日
　
四
万
十
く
ろ
し
お
旅
館
組
合

　
　
　
　
　
要
望（
コ
ロ
ナ
関
連
）

　
　
　
　
　
第
2
回
四
万
十
市
ま
ち
・
ひ

　
　
　
　
　
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部

　
　
　
　
　
会
議

　
　
24
日
　
幡
多
中
央
消
防
組
合
議
会
定

　
　
　
　
　
例
会

　
　
　
　
　
地
域
共
助
型
福
祉
避
難
所
の

　
　
　
　
　
設
置
・
運
営
に
関
す
る
協
定

　
　
　
　
　
締
結
式

　
　
27
日
　
四
万
十
市
防
災
会
議

　
　
30
日
　
四
万
十
市
総
合
教
育
会
議

4
月
10
日
　
四
万
十
の
日
寄
付
受
領
式
及

　
　
　
　
　
び
感
謝
状
贈
呈
式

3
月
15
日
〜
4
月
14
日

市
長
日
誌

て
い
る
情
勢
も
踏
ま
え
ま
し
て
、平
成
28
年
度

に
施
行
さ
れ
た
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法

に
基
づ
き
策
定
し
た「
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
基
本
計
画
」に
即
し
た
内
容
を
含
め
た
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
で
は
、市
の
行
政
施
策
の
方

向
性
の
み
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、住
民
が
主
体
と
な
り

関
係
機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
地
域
福
祉
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　「
第
3
期
地
域
福
祉
計
画
」を
推
進
し
て
い

く
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
ま
し
て
は
、地
域
生

活
課
題
の
解
決
に
向
け
て
地
域
と
関
係
機
関

を
つ
な
げ
、ま
た
、地
域
住
民
自
ら
解
決
に
取

り
組
も
う
と
す
る
活
動
へ
の
助
言
・
調
整
の
役

割
を
担
う
人
材
と
な
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」を
委
託
事
業
に
よ
り
配
置

す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
の
策
定
を
機
に
、「
住
民
」、「
関
係
団

体
・
関
係
機
関
」、「
行
政
」が
地
域
福
祉
の
目
指

す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
ち
、協

働
し
て
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、本
計
画
の
基
本
理
念
と
し
て
い
る

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る

四
万
十
市
」の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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こ
の
清
掃
は
、四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
と
市
が

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、「
環
境
美
化
活
動
の
日
」と
し

て
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。道
路
側
溝
等
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
で
、悪
臭
防
止
や
害
虫
の
発
生
抑
制
等

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

　
5
月
17（
日
）小
雨
決
行

　
※
雨
天
延
期
の
場
合
　
5
月
24
日（
日
）

　
※
24
日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止

【
注
意
事
項
】

（
1
）側
溝
内
の
草
木
は
収
集
し
ま
す
の
で
、一
緒
に
置

　
　
い
て
く
だ
さ
い
。
側
溝
清
掃
に
合
わ
せ
て
清
掃
し

　
　
た
側
溝
周
辺
の
草
木
に
つ
い
て
も
収
集
し
ま
す
が
、

　
　
必
ず
ド
ブ
と
分
け
て
置
い
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
の

　
　
植
木
・
剪
定
木
に
つ
い
て
は
、絶
対
に
出
さ
な
い
よ

　
　
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
2
）ド
ブ
は
そ
の
ま
ま
道
路
端
へ
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）当
日
は
小
雨
決
行
で
す
。
雨
天
の
場
合
の
判
断
は

　
　
前
日
17
時
に
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係
　
☎（
3
5
）4
1
4
7

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
出
張
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

必
ず
事
前
に
予
約
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
等
）や
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
等
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番
号
、相
談

内
容
・
交
付
物
の
記
載
）が
必
要
で
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
有
効
期
限

　
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

■
日
時
　
5
月
21
日（
木
）10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

■
場
所
　
西
土
佐
総
合
支
所

■
予
約
受
付
　
幡
多
年
金
事
務
所

■
受
付
期
間
　
※
予
約
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
2
丁
目
4-

10
）

　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　
本庁 

市
民
・
人
権
課
　
市
民
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
3

　
支所 

西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
2

中　村

東　山

具　同

下　田

東中筋

中　筋

旧中村町内全域（不破・角崎を除く。）、緑ヶ丘団地、カツラ山団地、丸の内ハイランド

古津賀第1・2団地、安並団地、安並一部(運動公園付近)、雅ヶ丘団地、佐岡南の風団地

渡川1～3丁目、具同田黒1～3丁目、中組（森沢分岐以東）、赤松団地、自由ヶ丘団地、自由ヶ丘東、

栄団地、あいのさわ団地、中山団地、西組一部（みどり団地ほか）

井沢団地、松ノ山、下田、串江、水戸

楠島団地

有岡団地、民部の里

【実施地区】

≪側溝の蓋上げ器具の貸し出しについて≫
※コンクリート製の側溝の蓋を上げる際に使用する器具の貸し出しを行っています。数に限りがありますの
　で、必要な地区は必ず事前に 市 まちづくり課（☎34-1116）までご連絡ください。

せ
ん 

て
い
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し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

防
犯
カ
メ
ラ（
子
ど
も
見

守
り
カ
メ
ラ
）を
設
置
し

ま
し
た

　
高
知
県
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
支
援
事

業
費
補
助
金
を
活
用
し
、安
全
・
安
心
に
子
ど

も
を
通
学
、遊
ば
せ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
犯
罪
等
の
抑
止
・
防
止
を
目
的
に
、

防
犯
カ
メ
ラ（
子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
）を
設

置
し
ま
し
た
。

　
迷
惑
行
為
や
犯
罪
等
の
抑
止（
未
然
防
止
）

は
も
と
よ
り
、近
隣
住
民
等
の
安
心
感
の
向

上
、事
態
が
起
こ
っ
た
時
の
事
実
確
認
お
よ
び

早
期
解
決
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
設
置
場
所（
1
か
所
）　

　
具
同
田
黒
1
丁
目
1
4
8

　（
具
同
1
号
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

教
室
・
講
座

①
中
国
語
講
座
受
講
生
募
集

　
簡
単
な
日
常
用
語
、日
常
会
話
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
講
日

　
6
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
2
月
22
日
ま
で

　
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日
等
は
休
講
）

▼
時
間
　

19
時
〜
21
時

▼
場
所
　
武
道
館（
安
並
）

▼
定
員
　

30
名
程
度（
初
め
て
の
人
優
先
）

▼
対
象
者

　
四
万
十
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学

　
し
て
い
る
人

　
※
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
講
師
　
武
内 

睦
美

▼
受
付
期
間

　
5
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）

　
※
土
・
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
下
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
申
込
用
紙
は
下
記
窓
口
に
設
置
し
て
い

　
　
ま
す
。

▼
費
用

　
テ
キ
ス
ト
代（
実
費
）・
会
費
が
必
要

講座名

ダンス

家庭園芸

水彩画

詩吟

生け花

書道

民踊

楽しい踊り

講師名

岡村 眞弓

木山 徹

野村 ナナミ

山口 禮子

中屋 恵子

柿葉 梢風

福田 清子

岡村 眞弓

▼対象者　市内在住の50歳以上の人

▼開催期間　6月～令和3年3月（全19回開催）　午前の部　9時30分～12時　午後の部　13時～16時

▼開催講座（一人2講座まで受講可）

▼負担金　月2回の学習日のうち、1回は受講者の負担金が必要です。講座により金額は異なります。

▼申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、下記まで提出してください。
　　　　　　※申込用紙は下記窓口に設置しています。

▼申込締切　5月15日（金）（締切厳守）　※土・日・祝日を除く。

 四万十シルバー教室開級式
　 ・日時　5月30日（土）13時30分～15時　　・場所　市立文化センター　2階大ホール

①・②の問い合わせ・申込窓口　市 生涯学習課　公民館運営係　☎ (34)7311　8時30分～12時、13時～17時15分
　　　　　　　　　　　　　　 古津賀4丁目41（サニーマート裏　ダスキン横）

学習日
第1・3　月曜日　午前
社会福祉センター、武道館（安並）
第1・3　月曜日　午後
市立文化センター
第2・4　月曜日　午後
市立文化センター
第1・3　水曜日　午後
武道館（安並）
第2・4　火曜日　午前
市立文化センター
第2・4　水曜日　午後
武道館（安並）
第2・4　木曜日　午前
社会福祉センター、武道館（安並）
第1・3　金曜日　午前
社会福祉センター、武道館（安並）

備考
靴が必要（レクダンス・フォークダンス・創作ダンス等）
定員30名
用具は各自が用意（実技の時のみ）
定員50名

用具は各自が用意　定員30名

定員10名

花代実費が必要　定員30名

用具は各自が用意　定員60名

靴が必要　定員50名

靴が必要（民踊・新民踊・創作舞踊等）
定員40名

②令和2年度四万十シルバー教室

※申込者多数の場合は初めての人を優先します。　※定員に達しない場合は開講できない場合があります。
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ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

講
座
受
講
生
募
集

　
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
の
皆
さ
ん
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
！

▼
日
時

　
6
月
〜
令
和
3
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第
1
・

　
第
3
土
曜
日
　

14
時
〜
16
時

▼
場
所
　
武
道
館
　
会
議
室（
安
並
）

※
日
時
や
場
所
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

▼
対
象
者
　
小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年
生

▼
募
集
人
数
　

10
名
程
度

▼
講
師
　
西
尾
昌
憲（
中
村
交
響
楽
団
員
）

▼
レ
ッ
ス
ン
料
　
1
0
0
0
円
／
月

▼
楽
器

　
原
則
自
前（
レ
ン
タ
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も

　
あ
り
ま
す
。）

※
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
は
、別
途
レ
ン
タ
ル

　
料（
1
0
0
0
円
／
月
）が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限

　
5
月
22
日（
金
）ま
で

　
8
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
15
分
　

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

▼
申
込
方
法
　
電
話

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
四
万
十
川
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会（
生

　
涯
学
習
課
内
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

催
　
し

第
63
回
　
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

　
高
知
新
聞
社
・
R
K
C
高
知
放
送
・
高
知
新

聞
社
会
福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫

婦
祝
福
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、次
の
要
領
に
よ
り
、お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
式
典
日
時
　
9
月
1
日（
火
）14
時
開
式

▼
式
典
会
場
　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

▼
資
格

　
昭
和
45（
1
9
7
0
）年
1
月
1
日
か
ら
同

　
年
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
高
知
県

　
在
住
の
ご
夫
婦（
そ
れ
以
前
の
結
婚
で
も

　
初
め
て
参
加
さ
れ
る
人
は
可
）

▼
申
込
先（
申
込
先
ご
と
に
、受
付
期
限
が
異

　
な
り
ま
す
。）

　
・
〒
7
8
0
‐
8
6
6
6

　
高
知
市
本
町
3-
3-

15

　（
株
）高
知
新
聞
企
業
事
業
部「
金
婚
式
」係

　
6
月
8
日（
月
）必
着

　
・
〒
7
8
7
‐
8
5
0
1

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4-
10

　
四
万
十
市
役
所

　
高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
6
月
4
日（
木
）必
着

　
・
〒
7
8
7
‐
1
6
0
3

　
四
万
十
市
西
土
佐
用
井
1
1
1
0
‐
28

　
西
土
佐
総
合
支
所
　
保
健
課

　
6
月
3
日（
水
）必
着

▼
必
要
書
類

　
・
便
せ
ん
等
に
ご
夫
婦
の
①
氏
名（
ふ
り
が

　
な
）、②
生
年
月
日
、③
年
齢
、④
職
業（
無

　
職
の
場
合
は
元
職
）、⑤
郵
便
番
号
、⑥
住

　
所
、⑦
電
話
番
号（
携
帯
電
話
含
む
。）、⑧

　
結
婚
記
念
日
、⑨
氏
名
等
の
新
聞
掲
載
可

　
否
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
☆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
に
よ
る
応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
込

　
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
に
よ
る
申
し
込
み
は
、高
知
新
聞
企
業

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://w

w
w
.koc

hi-sk.

　c
o.jp/e

v
e
nt/kinkon6

3
.htm

l

）を
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　（
株
）高
知
新
聞
企
業
事
業
部「
金
婚
式
」係

　
☎
0
8
8（
8
2
5
）4
3
2
8

　
本庁 

高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
　

　
☎（
3
4
）8
0
6
6

　
支所 

保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

ス
ポ
ー
ツ

第
11
回
総
合
武
道
祭

　
武
道
の
普
及
振
興
の
一
環
と
し
て
、地
域

の
武
道
関
係
者
が
模
範
演
武
を
披
露
し
ま

す
。
第
二
部
は
少
年
剣
道
練
成
大
会
を
開
催

し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
21
日（
日
）9
時
開
会
式

▼
会
場
　
武
道
館（
安
並
）

▼
開
催
内
容

　
第
一
部
　
模
範
演
武

　
参
加
種
目
　
柔
道
・
合
気
道
・
居
合
道
・

　
　
　
　
　
　
剣
道
・
空
手
道
・
太
極
拳

　
第
二
部
　
少
年
剣
道
練
成
大
会

▼
主
催
　（
公
財
）四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

▼
後
援
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
☎（
3
4
）2
0
7
1

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
が
な
い
人
も
、

ラ
ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た

ま
ま
の
人
も
、こ
の
機
会
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

　（
18
歳
以
上
）

▼
期
間

　
6
月
2
日（
火
）〜
7
月
2
日（
木
）

　
計
10
回
　
毎
週
火
・
木
曜
日

　
※
雨
天
の
場
合
は
順
延

▼
時
間
　

19
時
〜
21
時

▼
場
所

　
安
並
運
動
公
園
内
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
定
員
　

30
名

▼
参
加
料

　
1
5
0
0
円（
保
険
料
を
含
む
。）

▼
指
導
　
中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▼
受
付
期
間

　
5
月
8
日（
金
）〜
25
日（
月
）

　
8
時
30
分
〜
17
時

▼
申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

▼
そ
の
他

　
・
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
無

　
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
・
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　（
公
財
）四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
☎（
3
4
）2
0
7
1
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子
育
て
ひ
ろ
ば「
と
こ
と
こ
」

【
こ
の
ゆ
び
　
と
〜
ま
れ
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
た
め
、5
月
の「
こ
の
ゆ
び
　
と
〜
ま
れ
」

は
、す
べ
て
の
レ
ッ
ス
ン
を
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
ご
め
ん
な
さ

い
。6
月
か
ら
の
再
開
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

※
6
月
か
ら
新
し
く
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
り
ま

　
す
！
ぜ
ひ
参
加
し
て
ね
！

新 

か
ら
だ
ダ
ン
ス
・
ピ
ュ
ア

▼
日
時
　
6
月
7
日（
日
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
　
ア
ピ
ア
ホ
ー
ル

▼
対
象
　
3
歳
〜
小
学
2
年
生
程
度

▼
講
師

　
西
村
和
子
先
生（
カ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
　

　「
と
こ
と
こ
」は
ア
ピ
ア
さ
つ
き
の
1
階

で
、9
時
〜
20
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。必
ず

大
人
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
先

　
カ
ド
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
代
表
　
伊
與
田
紗
希

　
☎
0
9
0-

9
2
4
9-

9
8
7
8

　
　 c

u
d
d
le
fa
m
ily
2
0
1
8
@
g
m
a
il.c

o
m

育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等、
気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所
しての相談にも応じます。
※活動のある時間帯は、相談に応じられない場合があり
　ます。

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

作って遊ぼう
牛乳パックを使って飛び出すおもちゃを作ろう！できた

らお母さんやお友だちと一緒に遊ぼうね♪

5月29日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター　

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

ぽっぽで遊ぼう
手遊びや、ふれあい遊びをしながら親子でゆったり遊びま

しょう！

6月2日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

時

場

時

場 時

場

元小児科医師・澤田　敬先生を招いて、子育てのお話をし

ていただきます。子育ての不安や悩みにも、お答えしてい

ただけますよ。気軽にご参加ください！

※自由参加です。初めての人もお気軽にどうぞ！

5月19日(火)　10：00～11：30

子育て支援センター

◆ぽっぽの広場（子育て講座）妊婦・0・1・2・3歳児対象

時

場

4月・5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝い

しようね。

[ぴよちゃんクラブ]　5月21日(木)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）　5月22日(金)　9：30～11：30

子育て支援センター

◆お誕生会

　　その他の活動　

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター
“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

保育所名

開放時間

もみじ保育所

9：30～10：30

中筋保育所

9：30～10：30

東中筋保育所

10：00～11：00

蕨岡保育所

9：30～11：00

あおぎ保育所

9：30～10：30

利岡保育所

9：30～10：30

具同保育所

9：30～10：30

月日

5/14、5/21、

5/28、6/11

5/12、★5/19、

5/26、6/9

5/11、5/18、

5/25、6/8

5/14

5/15

5/20

5/21

保育所名

開放時間

大用保育所

9：30～10：30

下田保育所

9：30～10：30

竹島保育所

9：30～10：30

八束保育所

9：30～10：30

古津賀保育所

9：30～10：30

東山保育所

9：30～10：30

愛育園

9：30～10：30

月日

5/11、5/18、

5/25、6/8

5/12、5/19、

5/26、6/9

5/11、5/18、

5/25、6/8

5/14、6/11

5/20

5/22、6/11

5/25

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

時

場

洪水等大災害を想定し、防災についてのお話を聞いてみま

せんか？ぜひみなさんで誘い合って参加してください。は

じめての人もお気軽にお越しください。

6月11日(木)　10：00～11：00

子育て支援センター

◆防災講座(妊婦・0・1・2・3歳児対象)

☆参加予定の人は
こちら↓を
チェック！

※★表示の日は、天候にかかわらず園内を見学させてもらっ

　たり、いろいろ話を聞いたりすることができます。

※具同保育所は、トンボ公園に駐車してください。
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～病院・診療所だより～

新型コロナウイルス感染症について

　市民病院、西土佐診療所では、幡多地域での新型コロナウイル

ス感染症患者の発生を受け、感染拡大防止のため、患者さまにマ

スク着用や、来院・来所される際の入り口での検温実施等のお願

いをしています。

　入院患者さまへの面会も原則禁止となっていますので、ご理

解ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

問い合わせ先

　市民病院　　　☎（34）2126

　西土佐診療所　☎（52）1011

市民病院・西土佐診療所
令和2年3月

外来・入院延患者数

外来延患者数

入院延患者数

3,611人

1,805人

【市民病院】

問い合わせ先
　市民病院　☎（34）2126

外来延患者数

入院延患者数

1,060人

344人

【西土佐診療所】

問い合わせ先
　西土佐診療所　☎（52）1011

「はたまるねっと」を
ご存知ですか？

　「はたまるねっと」は、病
院、診療所、歯科、調剤薬局、
介護事業所をつなぐ医療情
報ネットワークで、参加施設
間で相互に情報を参照でき
るシステムです。
　現在は、宿毛市、大月町、三
原村の幡多郡内3市町村で運
用されていますが、このた
び、四万十市、土佐清水市、黒
潮町を含めた幡多郡内全域
へと拡張されることとなり
ました。このネットワークの
活用により、幡多郡内での診
療連携、介護連携が進み、地
域包括ケアシステムが大き
く進むことが期待されます。

問い合わせ先
　（一社）幡多医師会
　☎（34）3086
　 FAX  （34）4969
　ホームページ
　http://www.hatamaru.net
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1年に1度は健診を

胸部レントゲン（肺がん・結核検診）
1歳9か月児健診
マム＆チルドレン
妊婦教室

ひまわり健診・前立腺がん検診

胸部レントゲン（肺がん・結核検診）

乳幼児相談
胸部レントゲン（肺がん・結核検診）

胃がん（バリウム）検診

ひまわり健診・前立腺がん検診

特定健診（注）・前立腺がん検診
3歳児健診
ママタッチ教室
胸部レントゲン（肺がん・結核検診）
マム＆チルドレン
7か月児・10か月児健診

胸部レントゲン（肺がん・結核検診）

胸部レントゲン（肺がん・結核検診）

胃がん（バリウム）検診

ひまわり健診・前立腺がん検診

八束地区

下家地・中家地
権谷・押谷
半家・本村・中組
奈路・長生・藤ノ川・
用井・宮地・館・須
﨑・藪ケ市・津賀

東山地区
津野川・津賀・橘・方
の川・西ケ方・下方・
半家・本村・中組・権
谷・押谷・大宮
方の川・西ケ方・下方
藤ノ川
岩間・中半
中筋地区

蕨岡・大川筋地区

大宮・下家地・中家
地・方の川・西ケ方・
下方
富山地区
奥屋内・黒尊・口屋
内・玖木・岩間・中半
奥屋内・黒尊・口屋
内・玖木
津野川・津賀・橘

地区巡回
健康管理センター
具同体育センター
子育て支援センターぽっぽ
下家地小学校体育館
旧権谷小学校体育館
本村小学校体育館

地区巡回

健康管理センター
地区巡回

西土佐保健センター

西土佐保健センター
藤ノ川集会所
中半体育館
中筋中学校体育館
健康管理センター
子育て支援センターぽっぽ
地区巡回
具同体育センター
健康管理センター

地区巡回

地区巡回

口屋内出張診療所

口屋内出張診療所

津野川集会所

個別通知
12：50～13：30
10：00～11：30
9：50～11：30
9：30～10：30
13：00～13：30
15：00～15：30

個別通知

9：30～11：00
個別通知

8：00～8：30

9：00～10：00
13：00～13：30
15：00～15：30
8：30～11：00
12：50～13：30
13：15～14：30

個別通知
10：00～11：30
12：50～13：30

個別通知

個別通知

8：00～8：30

9：00～10：00

13：30～14：30

11日(月)
12日(火)
13日(水)

14日(木)

15日(金)

19日(火)

21日(木)
22日(金)
25日(月)
26日(火)

27日(水)

2日(火)

時間

6月

5月

事業名月日 場所該当地区
健
診
・
検
診

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

高
知
大
会
2
0
2
0

　
障
害
の
あ
る
方
々
が
日
ご
ろ
培
っ
た
技
能

を
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、そ
の
職

業
能
力
の
向
上
を
図
り
、企
業
等
の
障
害
者

雇
用
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
4
日（
土
）9
時
〜
15
時

▼
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

　（
高
知
市
桟
橋
通
4
丁
目
15
‐
68
）

▼
競
技
種
目

　
①
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
　
②
表
計
算

　
③
パ
ソ
コ
ン
操
作（
視
覚
障
害
者
対
象
）

　
④
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
　
⑤
D
T
P（
デ
ス
ク

　
ト
ッ
プ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）　
⑥
ビ
ル
ク
リ
ー

　
ニ
ン
グ
　
⑦
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

▼
参
加
費
　
無
料（
参
加
選
手
の
み
昼
食
付
）

▼
申
込
方
法

　
参
加
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
提
出

▼
申
込
期
限
　
5
月
25
日（
月
）ま
で

※
参
加
選
手
は
6
月
中
旬
に
決
定
し
、本
人

　
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
参
加
申
込
書
は
左

　
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.je
e
d.or.jp/loca

tion/shibu/
kochi/a

bily
m
pics2

0
2
0
ka
isa

i.htm
l

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　
高
知
支
部
　
高
齢
・
障
害
者
業
務
課

　
〒
7
8
1-

8
0
1
0

　
高
知
市
桟
橋
通
4
丁
目
15-

68

　
☎
0
8
8（
8
3
7
）1
1
6
0

　
FAX
0
8
8（
8
3
7
）1
1
6
3

（注）特定健診、ひまわり健診は30歳以上の国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者で受診券を送付している人および、40歳以上の
協会けんぽ等の加入者の被扶養者で受診券を取得している人が対象です。
※5月4日までの計画については、広報4月号P27に掲載しています。
※新型コロナウイルス感染症の状況により計画が変更となる場合は、市公式ホームページで周知します。

問い合わせ先　本庁 健康推進課　☎(34)1115・☎(34)1823　　支所 保健課　☎(52)1132
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【連載】 けんこうだより38【連載】 けんこうだより38【連載】 けんこうだより38
～肺がん・前立腺がんについて～

■症状

　早期では、ほとんど症状がありません。がんの進行と共に、せき、たん、呼吸困難、胸痛など

の症状があらわれます。

■検診方法

　市では、40歳以上の人を対象に、胸部レントゲン検査による検診を年1回実施しています。

前立腺がんについて
　前立腺がんは男性特有のがんで、日本では、近年患者数が増加しています。50歳代から患者数が増えはじ

め、70歳代においては、がんの中で最も患者数が多くなっています。

　前立腺がんになるリスクを高める要因として、前立腺がんの家族歴、高年齢が明らかになっています。

■症状

　早期では、尿道や膀胱を圧迫することがないため、多くの場合ほとんど症状があらわれません。

　しかし、尿が出にくい、排尿の回数が多いなどの症状が出ることがあり、進行すると、排尿時に痛みを伴

う、尿に血が混じるなどの症状がみられることがあります。

■検診方法

　市では、50歳から79歳までの男性を対象に、血液検査（PSA検査）による検診を年に

1回実施しています。

　※PSA（前立腺特異抗原）は、前立腺で作られるタンパク質で、がんや炎症などがあ

　　ると血液中に出てきます。PSA値が高いからといって必ずしもがんであるとは限

　　りません。前立腺がんを発見するための一つの指標です。

早期発見・早期治療のために！

　がんは、早期に発見できれば治る可能性が高いといわれています。早期発見・早期治療のためにも、まず

は検診を受けましょう。検診結果で要精密検査と判定された場合は自己判断せず、必ず医療機関を受診し

ましょう。

問い合わせ先　本庁 健康推進課　健康増進係　☎（34）1115　　支所 保健課　保健係　☎（52）1132

健康維新の志士

けん しん太郎くん

健康維新の志士

けん しん太郎くん

健健康

んけけんけんけん 

肺がんについて
　肺がんは、日本で年間約8万人が罹患（がんになる）し、約7万人が死亡する、がんの中で最も死亡者数が多

いがんです。肺がんと診断される人の割合は40歳代後半から増加し、高齢になるほど高くなります。男女別

の罹患者数は、男性が女性の2倍以上となっています。

　肺がんの最大の原因は喫煙で、たばこを吸う人が肺がんになるリスクは、吸わない人に比べ約4倍も高く

なります。受動喫煙でもリスクが高まることが分かっており、たばこを吸わない人でも注意が必要です。

肺がんについて
　肺がんは、日本で年間約8万人が罹患（がんになる）し、約7万人が死亡する、がんの中で最も死亡者数が多

いがんです。肺がんと診断される人の割合は40歳代後半から増加し、高齢になるほど高くなります。男女別

の罹患者数は、男性が女性の2倍以上となっています。

　肺がんの最大の原因は喫煙で、たばこを吸う人が肺がんになるリスクは、吸わない人に比べ約4倍も高く

なります。受動喫煙でもリスクが高まることが分かっており、たばこを吸わない人でも注意が必要です。

認
知
症
予
防
教
室
開
催

　『
楽
し
く
動
い
て
笑
っ
て
脳
ト
レ
』を
テ
ー

マ
に
認
知
症
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
い
ろ
い
ろ
な
脳
ト
レ
を
お
こ
な
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
5
月
29
日（
金
）14
時
〜
15
時

▼
場
所
　
聖
ヶ
丘
病
院
　
作
業
療
法
室

▼
参
加
費
　
無
料

▼
駐
車
場
　
有

問
い
合
わ
せ
先

　
聖
ヶ
丘
病
院

　
地
域
連
携
推
進
室
　
中
野
・
長
尾

　
宿
毛
市
押
ノ
川
1
1
9
6

　
☎
0
8
8
0（
6
3
）2
1
4
6（
代
表
）
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高齢者の生活を支援していますvol.
02

　市では、「高齢者が住み慣れた地域で、すこやかで、安心し

て暮らせるまち」を目指して、次のような在宅サービスを

行っています。在宅サービスの内容について、またサービス

の利用を希望される人は、お気軽にお問い合わせください。

高齢者防火用具購入費補助 （事前の申請が必要です。）

　65歳以上の高齢者世帯（市民税非課税）の人に対し、火災から身の安全を守るための防火用具購入費の一

部を補助します。ただし、市内に住所があり、そこに居住している人に限ります。

○補助上限額

　電磁調理器(IHクッキングヒーター)20,000円、火災警報器9,000円、消火器5,000円

　　　　　　　　　　　　

あんしんコール事業

　65歳以上のひとり暮らしの高齢者、または高齢者のみの二人世帯で、どちらか一方または双方に装置の必

要性が認められる場合に、緊急通報装置をお貸しします。緊急通報システムに接続することによって、24時

間体制で急病や火災等の緊急時に対応します。

　　　　　　　　　　　　

訪問理美容サービス事業

　在宅の人で、要介護3以上の認定を受けた人や身体障害の程度が2級以上の人を対象に、理容所や美容所に

行くことが困難な人の居宅に理美容師が訪問して理美容サービスを行います。

○利用者負担額

　理美容料金のみ（理美容師の訪問にかかる費用は年間3回まで無料）

高齢者はつらつデイサービス事業

　65歳以上の人（要介護認定非該当者）を対象に、四

万十市多目的デイ・ケアセンター「一条の里（中村東

町）」へ送迎車による通所の方法で集まり、健康

チェック、創作活動、介護予防体操などを行います。

○利用者負担額

　1回あたり800円

　（給食サービスの原材料費、創作活動材料費）

○申込先

　四万十市多目的デイ・ケアセンター一条の里

　☎（34）3636

　　　　　　　　　　　　

高知県長寿手帳の発行

　65歳以上の人に、県立や市町村立の施設等で入場料の免除や割引な

どの特典が受けられる「高知県長寿手帳」をお渡ししています。発行を

希望する人は、保険証などご本人の年齢が分かるものを持参のうえ、下

記窓口までお越しください。

問い合わせ先

　本庁 高齢者支援課　高齢者福祉係　☎（34）8066　　支所 保健課　保健係　☎（52）1132
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そ
の
他
・
相
談

空
き
家
相
談
会

　
四
万
十
市
へ
の
移
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、市
と
連
携
し
て
移
住
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
回
、市
内
で
移
住
者
に
対
し
賃
貸
可
能

な
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

移
住
支
援
用
住
宅
に
つ
い
て
の
登
録
方
法
や

空
き
家
の
改
修
等
に
対
す
る
補
助
金
の
説
明

等
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
予
約
制
で
開
催
し
ま
す
の
で
、左
記
ま
で

ご
予
約
の
う
え
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
5
月
8
日（
金
）9
時
〜
12
時

▼
場
所

　
四
万
十
市
へ
の
移
住
を
支
援
す
る
会
事
務

　
所（
中
村
天
神
橋
32
番
地
）

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
四
万
十
市
へ
の

　
移
住
を
支
援
す
る
会
　
担
当
　
熊
谷

　
☎（
3
5
）2
3
5
7

就
職
支
援
相
談
会

　「
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
」「
仕
事
が
続
か
な

い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
子
ど

も
の
将
来
が
心
配
」な
ど
、就
職
の
こ
と
で
お

悩
み
の
若
者（
15
〜
49
歳
）と
そ
の
保
護
者
の

た
め
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
27
日（
水
）13
時
〜
17
時

▼
会
場

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
3
0
5
会
議
室

※
相
談
会
は
予
約
制
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
は
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎（
3
4
）9
1
0
0

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
悩
ん
だ
り
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　　
各
種
社
会
福
祉
施
設（
老
人
ホ
ー
ム
や
就

労
継
続
支
援
事
業
所
、保
育
所
等
）や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
等
に
つ
い
て
、

事
業
者
と
の
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い
場
合

や
、直
接
話
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
場
合

は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
。

▼
相
談
料
　
無
料

▼
相
談
受
付

　
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
。）9
時
〜
16
時

　
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
は
24
時
間
受
付

問
い
合
わ
せ
先
　

　
高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会（
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
）

　
☎
0
8
8（
8
0
2
）2
6
1
1

　
FAX
0
8
8（
8
4
4
）9
4
4
3

　
　 k

a
ik
e
tsu

@
p
ip
p
ik
o
c
hi.o

r.jp

【令和元年度四万十市「人権絵画標語展」入賞作品紹介】

畠中　悠希さん

「思いやりの花」

【絵画の部】

・副市長賞

（東中筋小学校5年）

はたけなか はる の

【標語の部】

・副市長賞

伊勢脇　結愛さん
（大用中学校3年）

い せ わき ゆう あ

一言を
 かけるあなたの
その勇気

※所属校・学年は受賞当時のものです。

婚活相談窓口を開設しています。

ご家族、ご友人からの相談も可能です。

事前にご予約のうえ、ご相談ください。

■毎週水曜日17時～19時（祝日除く。）

　※事前予約制

窓口 市 子育て支援課　企画係　☎（34）9007

婚活相談窓口を開設しています
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定期相談所

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

思い出すと心がざわつくこわれた関係のなおし方

お笑い芸人がマジメに考えた仕事の極意。

クスノキの番人

サル化する世界

三兄弟の僕らは

東京ホロウアウト

ニューヨーク・タイムズを守った男

誘拐屋のエチケット

イルセ・サン

NHK「芸人先生」制作班

東野　圭吾

内田　樹

小路　幸也

福田　和代

デヴィッド・E.マクロー

横関　大

あくびしてるのだーれ?

イチからつくるえんぴつ

おいで、アラスカ!

紙ひこうき、きみへ

しまふくろうの森

たまごにいちゃんとげんちゃん

ちいさなしまのだいもんだい

とりあえずありがとう

クレーン謙

杉谷　龍一

アンナ・ウォルツ

野中　柊

前川　貴行

あきやま　ただし

ロバート・スターリング

五味　太郎

★
令
和
2
年
度：

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ
★

　
6
月
に『
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
』、12
月
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画『
長
い

お
別
れ
』、2
月
に『
長
州
フ
ァ
イ
ブ
』を
上
映
予
定
で
す
。

　
上
映
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、広
報
や
図
書
館
だ
よ
り
な
ど
で
、あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
児
童
行
事
★

○『
ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
ょ
か
ん
お
と
ま
り
か
い
』　

　
・
日
時
　
5
月
9
日（
土
）14
時
〜（
開
場
13
時
45
分
〜
）

　
　
　
　 

5
月
10
日（
日
）11
時
〜

　
・
場
所
　
市
立
図
書
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
・
対
象
　
2
歳
〜
小
学
生（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

　
・
参
加
費
　
無
料
　
　
・
定
員
　
15
名

　
・
申
込
　
事
前
申
込
制（
※
両
日
参
加
可
能
な
人
の
み
）

※
映
画
上
映
会
や
児
童
行
事
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

　
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00

新着おすすめ8+8
5
月
29
日（
金
）館
内
整
理
日

新着図書（358冊）

問
い
合
わ
せ
先  

市
立
図
書
館
　
☎（
3
5
）2
9
2
3

調査名

労働力調査

5月実施の統計調査

該当地区

中村大橋通、具同馬越、下田串江、赤松町

実施状況

実施中

問い合わせ先　県 総務部統計分析課　☎088(823)9344

6月に予定していました「特設人権相談所」の開設は、新型コロナウィルス拡散防止のため中止となりました。

なお、人権に関するご相談につきましては、法務局の相談専用電話にて常時対応しています。

●全国共通人権相談ダイヤル　☎0570（003）110（ナビダイヤル）

●子どもの人権110番　　　　 ☎0120（007）110（フリーダイヤル）

●女性の人権ホットライン　　☎0570（070）810（ナビダイヤル）

※受付時間はいずれも8：30～17:15（土・日・祝日を除く。）　※時間外は留守番電話になっています。

四万十市　シティプロモーション
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お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

朝
比
奈
 
橙
吾

岡
山
 

明
咲
日

前
田
 

心
花

松
本
 

琉
誠

土
合
 

幸
我

宮
﨑
 

晃
志

安
藤
 

こ
と

森
 

心
菜

坂
本
 

天
洋

坂
本
 

天
音

坂
 

依
津
希

岡
 

凛
桜

中
平
 

岳
杜

松
浦
 

周
生

弘
田
 

桜 と
う
ご

あ
さ
ひ

み
は
な

り
ゅ
う
せ
い

こ
う
が

こ
う
し

こ
こ
な

て
ん
よ
う

あ
ま
ね

い
つ
き

り
お
な

が
く
と

し
ゅ
う

さ
く
ら

伸和
樹

圭
司

浩
一

幸
二

香
光

冬
悟

真
桜

幸
洋

幸
洋

直
樹

健
翔

裕
一

浩
司
郎

憲
行

（
令
和
2
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
令
和
2
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
丸
の
内

駅

前

町

駅

前

町

中
村
岩
崎
町

安

並

安

並

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具
同
田
黒

具
同
田
黒

具
同
田
黒

三

里

西
土
佐
須
﨑

85 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
方
が

希
望
さ
れ
た
場
合
に
掲
載
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）

１
１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
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○2020年工業統計調査は、従業者4人以上のすべての製造事業所を対象に、2020年6月

　1日時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府

　の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国および地域行政施策のための基礎資

　料として利活用されます。

○調査票に記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用するこ

　とは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

　同時に実施している経済構造実態調査の対象事業所・企業等においては、両調査に

ご回答をお願いします。

問い合わせ先　市 企画広報課　広報統計係　☎（34）1810　FAX （35）0007

総務省・経済産業省・高知県・四万十市

2020年工業統計調査を実施します

工業統計
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小原外科胃腸科

幡多病院

市民病院

さくらクリニック

正木整形外科

森下病院

さたけ小児科

市民病院

竹本病院

大野内科

市民病院

木俵病院
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☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）5 2 5 2

☎（ 3 4 ）2 0 3 0

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）4 1 5 1

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

㈲夕部設備

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

㈲夕部設備

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設
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5日

6日
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10日

16日

17日

23日

24日

30日

31日

6月 6日

7日

13日

14日

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を
変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

☎（ 3 4 ）2 3 2 4

☎（ 3 5 ）5 9 9 6

☎（ 3 3 ）0 6 6 0

☎（ 3 7 ）3 3 8 3

☎（ 3 7 ）5 1 5 1

☎（ 3 5 ）4 8 7 9

☎（ 3 3 ）0 6 5 3

☎（ 3 4 ）6 0 3 1

☎（ 3 5 ）2 3 1 6

☎（ 3 4 ）4 8 5 5

☎（ 3 2 ）1 0 9 5

☎（ 3 5 ）4 3 2 3

☎（ 3 4 ）3 6 2 1

☎（ 3 4 ）2 3 2 4

☎（ 3 5 ）5 9 9 6

☎（ 3 3 ）0 6 6 0

☎（ 3 7 ）3 3 8 3

☎（ 3 7 ）5 1 5 1

☎（ 3 5 ）4 8 7 9

☎（ 3 3 ）0 6 5 3

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

「広報しまんと」6月号は
5月27日(水)発送予定です
「広報しまんと」6月号は
5月27日(水)発送予定です
「広報しまんと」6月号は
5月27日(水)発送予定です
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）
）
）
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33,412
15,817
17,595
16,579

人
人
人
人

247
416
18
38

3

本庁 上下水道課　☎（34)1711
支所 産業建設課　☎（52)1114

有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース
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